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審査議案等 

議案第６４号  大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６５号  大仙市長期優良住宅建築等計画認定等手数料条例の一部を改正する 

条例の制定について 

議案第６６号  大仙市大曲駅前第二地区都市再生住宅条例の一部を改正する条例の 

制定について 

議案第６８号  大仙市民ゴルフ場整備運営基金条例を廃止する条例の制定について 

議案第７６号  大仙市建築物エネルギー消費性能向上計画等認定手数料条例の制定 

について 

議案第８１号  協和中央地区簡易水道浄水施設整備工事請負契約の変更について 

議案第８２号  市道の路線の認定及び廃止について 

議案第８４号  平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入れについて 

議案第８５号  平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れについて 

議案第８６号  平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への繰入 

れについて 

議案第８７号  平成２８年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰入れ 

について 

議案第８８号  平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れについて 

議案第９０号  平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第７号） 

議案第９３号  平成２７年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第９６号  平成２７年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議案第９７号  平成２７年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第９８号  平成２７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算 

（第２号） 

議案第９９号  平成２７年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第１０１号 平成２７年度大仙市上水道事業会計補正予算（第２号） 

議案第１０２号 平成２８年度大仙市一般会計予算 

議案第１０５号 平成２８年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算 

議案第１０８号 平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計予算 

議案第１０９号 平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計予算 

議案第１１０号 平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算 

議案第１１１号 平成２８年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算 
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議案第１１２号 平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算 

議案第１２２号 平成２８年度大仙市上水道事業会計予算 

議案第１２４号 仙北中央地区簡易水道浄・配水場建設工事請負契約の締結について 

議案第１２６号 平成２７年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） 

 

 

午前１０時０１分 開  会 

 

○委員長（佐藤育男） おはようございます。本日は本会議休会中のところご出席を

いただきまして、大変ありがとうございます。 

  だいぶ春めいてきましたけれども、時折寒い日が来たり、寒暖の差が激しい時期

になっております。どうぞ各位、健康には十分注意されまして、職務に当たってい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

ただ今より、建設水道常任委員会を開会いたします。 

それでは、当委員会に付託された事件について、別紙日程表のとおり審査いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

なお、正確な会議記録の作成のため、発言をする際は、委員長の許可を得た後、

マイクのスイッチを入れてからお願いをいたします。 

審査に入る前に、当局からあいさつがありましたらお願いをいたします。はじめ

に朝田建設部長。はい、部長。 

○建設部長（朝田 司） 改めましておはようございます。建設水道常任委員の皆さ

まには会期中のお疲れのところ、常任委員会を開催いただき御礼申し上げます。 

 はじめに今冬の降雪状況でありますが、累計降雪量は４地域で昨年と比べて尐な

めの状況でしたが、他の４地域はあまり大差のない状況であります。しかし、比較

的気温が高い状況が続き、雪解けが進んだため、雪が尐なかったと感じられている

ことと思われます。一斉除雪の出動も昨年の６割程度となり、市民の皆様の負担も

尐なく、大変喜ばれているところであります。 

一方で、道路舗装面の損傷が目立ってきており、できるだけきめ細かく補修に当

たっているところであります。今後も雪解け時期の堆雪場所の処理や、道路補修の

早期の実施に取り組んでまいります。 

 さて、今次定例会では条例改正案５件、市道路線の認定及び廃止、２７年度一般

会計及び特別会計の補正予算案、それから２８年度当初予算案につきまして、ご審
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議をお願い申し上げます。 

建設部では予算編成にあたりまして、昨年に引き続きまして、公共施設の既存ス

トックを適切に管理し、長寿命化を図っていくことに重点を置いております。 

  ２８年度の各課所の代表的な取り組みといたしましては、予算説明会でもお話し

いたしましたが、道路河川課におきましては、持続可能な道路維持体制の構築とし

て、道路維持予算枠の拡大を図り、道路・橋梁の計画的な維持修繕の実施やその体

制づくりにこれまで以上に力をいれるとともに、社会資本整備交付金事業等の国庫

補助を活用し、道路改良事業等を実施してまいります。 

 都市管理課におきましては、新規事業として、都市全域を見渡した都市計画マス

タープランの高度化版であります大仙市立地適正化を２カ年で策定するほか、中仙

地域の八乙女公園整備をはじめ、各地域の公園維持管理費を盛り込んでおります。 

 建築住宅課におきましては、リフォーム支援事業の対象工事として、子育て世帯

対策の補助上限の拡充を図るほか、２カ年事業の最終年度として引き続き、西仙北

地域の天神前住宅の建て替えを実施してまいります。 

土地区画整理事業につきましては、２７年度で全てのハード事業が完成すること

から、２８年度は換地処分等の清算事務を行ってまいります。  

 本日ご審議をいただきます建設部所管の案件は、冒頭申しましたとおり条例改正

案など、それぞれの事業において事業費が確定したことに伴う、主に減額の補正予

算案、それから平成２８年度一般会計予算案となっております。 

 各案件につきましては、担当課所長からご説明申し上げますので、よろしくご審

議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。次に岩谷上下水道部長。はい、部長。 

○上下水道部長（岩谷友一郎） 委員の皆さまには、大変お疲れのところご審議を賜

り、誠にありがとうございます。 

 今次定例会の委員会に審査をお願いいたします上下水道部及び水道局の案件は、

協和中央簡易水道浄水施設整備工事請負契約の変更についてと、仙北中央簡易水道

浄・配水場建設工事請負契約の締結についての工事請負契約に係る単行案２件、平

成２７年度の各特別会計及び上水道会計における事業費の実績に伴う補正、及びこ

れに伴う一般会計からの繰出金の補正などの７件。また、２８年度上下水道部及び

水道局に係る当初予算案、及び関連する繰出金に係る単行案など１２件について、

ご審議をお願いするものであります。 

 ２８年度当初予算につきましてでございますけれども、簡易水道事業特別会計の
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予算額は、継続事業の協和中央、淀川及び仙北中央地区の主要工事の着手などによ

り、前年度比６億７,８５２万６千円増の２５億１,３１０万５千円であります。下

水道４事業特別会計の予算総額は、前年度比５,４１８万１千円減の３８億２,６１

７万１千円となっております。水道事業・下水道事業とも、その運営経費及び維持

管理費のほか、引き続き施設整備事業経費を計上しております。 

 上下水道部に係る主な事業としては、仙北中央地区簡易水道整備事業が本格工事

に入ります。この中で、浄水場・配水場建設工事が２７・２８年度の継続工事とし

て２８年２月２５日に仮契約し、今次定例会に議会の議決を要する工事請負契約と

して追加提案させていただきましたので、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

このほか、簡易水道事業としては、協和中央地区及び淀川地区簡易水道整備工事が

２８年度完了となります。新規としましては、西仙北地域強首地区及び大野地区に

おいて、取水量の安定確保のため、取水井各１カ所の新設を予定しております。ま

た、中仙地域豊岡地区においては、圃場整備により現在の水源への影響が懸念され

ることから、水源新設のための調査業務を予定しております。 

 下水道事業の主なものは、公共下水道事業が、継続として大曲・神岡処理区の管

路工事及び西仙北地域刈和野処理区の浄化センターの長寿命化対策工事を予定して

おります。特定環境保全公共下水道事業は、協和中央浄化センターの長寿命化対策

工事、及び南外処理区において管路工事を予定しております。 

 簡易水道事業及び下水道事業の地方公営企業法適用移行業務につきましては、資

産台帳整備を引き続き進めるほか、法的化に向けての事務手続等が主な業務になり

ます。 

 次に水道局分についてでありますが、平成２８年度に支出を予定している上水道

事業全体の歳出は、宇津台浄水場更新工事に着手することなどから、前年度に比較

して、予算額は２億９,４９８万５千円の増の１３億６,２４９万１千円となってお

ります。２８年度の業務予定量は、給水戸数は前年度比５６戸増の１万４,３５１戸、

１日平均配水量は近年の減尐傾向を考慮して、前年度比１９０㎥減の１万１,４３０

㎥と見込んでおります。 

主な事業として、宇津台浄水場更新事業が予算額３億４,５７１万８千円となって

おります。この事業につきましては、施設建設後５０年以上が経過している浄水施

設の全面更新をするもので、新浄水場の築造工事総事業費は、土木・建築・機械設

備・電気設備の各工種合わせて約２９億７,６００万円で、工事期間を２８から３０

年度までの継続工事として予定しております。 
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 最後に、上下水道部及び水道局が所管する各事業会計において、共通の課題とし

て引き続き加入促進に努め、業務の効率化や接続率・水洗化率の向上を図るととも

に、料金等の収納対策の強化に努めてまいりたいと考えております。 

 各議案の詳細につきましては各課長がご説明いたしますので、よろしくご審議の

上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございました。 

 

○委員長（佐藤育男） それではさっそく審査に入ります。 

はじめに議案第６４号「大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について」

を議題といたします。 

当局の説明を求めます。小田原都市管理課長。はい、課長。 

○都市管理課長（小田原大造） 議案第６４号「大仙市公園条例の一部を改正する条

例の制定」について、ご説明申し上げます。 

資料№１の議案書の６１ページから６２ページと、お配りしております資料「都

市－１」の１ページをご覧願います。 

 本案は、平成２７年度に大曲駅前第二地区土地区画整理事業において整備した三

つの街区公園のうち、新たに整備した二つの街区公園の供用を開始するため、名称

及び位置を条例規定するものであります。 

別表第１（２）街区公園の表に、名称欄に「大曲黒瀬街区公園」及び「大曲中通

街区公園」、位置の欄に「大仙市大曲黒瀬町地内」及び「大仙市大曲中通町地内」

をそれぞれ加えるものです。 

「大花児童公園」もこの二つの公園と併せて同事業で再整備をいたしております

が、名称及び位置を既に条例規定しているため、今回の改正には含まれておりませ

ん。 

なお、施行期日は、平成２８年４月１日からとするものです。 

お配りしております資料の「都市－１」の１ページに、位置図及び平面図を記載

しておりますので、ご参照を願います。 

 以上、議案第６４号「大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定」につきまし

てご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し

上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いをいたします。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第６５号「大仙市長期優良住宅建築等計画認定等手

数料条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。古屋建築住宅課長。はい、課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） それでは議案第６５号「大仙市長期優良住宅建築等計

画認定等手数料条例の一部を改正する条例の制定」につきまして、ご説明いたしま

す。 

 議案書は６３ページから６７ページでありますが、附属資料の「建住－１」の１

ページをお願いいたします。 

  長期優良住宅建築等計画の認定につきましては、現在、新築住宅の物件を対象と

しておりますが、国の施行規則及び基準が改正されたことに伴い、既存住宅におい

て増築又は改築を行い、長期使用構造等とする場合においても認定申請ができるこ

とになることから、申請に係る手数料規定を加えるものであります。 

資料の左下の一覧表で一例をあげますと、表中の「４万５,０００円」とあります

のは、一戸建て住宅の新築の場合で、それは現状の額でありますが、増築又は改築

の場合「６万８,０００円」が新設の手数料となります。なお、申請時に国土交通大

臣の登録を受けた住宅性能評価機関の審査による適合証が添付されている場合は、

それぞれ「１万７,０００円」「２万９,０００円」となり、以下、表に記載のとお

りであります。 

資料右の欄には、この制度の認定とされる条件、認定された場合の特例措置の内

容及び大仙市におけるこれまでの、新築ですが、実績を載せてございますので、ご

参照願います。 
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施行期日は平成２８年４月１日であります。 

 以上、議案第６５号「大仙市長期優良住宅建築等計画認定等手数料条例の一部を

改正する条例の制定」につきましてご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いをいたします。はい、小松副委

員長。 

○副委員長（小松栄治） この１ページの、右の方の絵の長期優良住宅となる条件。

この耐震性のことについて、これ「等級２」といえば、これどういったものだもん

だながな、構造関係では。そのあたりだけでいい、それ一つだけでいい。 

○委員長（佐藤育男） はい、古屋課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） はい。木造住宅の耐震の構造計算の中で、いろいろ規

定の数値がありまして、その数値が、出た数値が２以上という。ちょっと説明細か

くなりまして、なりますけれども･･･、 

○副委員長（小松栄治） いい、いい。具体的に、俺、聞くっす。はい、委員長。 

○委員長（佐藤育男） はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） それで構造計算は我々わかっているんだけども、その部材

の寸法とかどれぐらいとかよ。例えば、乾燥材を使わねばできねえと、いろいろな

ことあるんすべしぇ、これ。それちょっと聞きてえしてだったんだ。それだけでい

い。 

○建築住宅課長（古屋利彦） 委員長、すいません。 

○委員長（佐藤育男） はい、古屋課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） ちょっと、専門の建築主事の方からの説明でよろしい

でしょうか。 

○委員長（佐藤育男） はい、説明お願いします。 

○建築住宅課参事（讃岐敬司） 讃岐と申します。 

今、議員の方から部材の寸法だとか、乾燥具合はどうですかというような、この

ような質問でございましたけれども、木造の場合は筋交
す じ か

いだとか、構造パネルとい

ったようなもので構造をもたせておるわけですけれども、そのものがもちろん太け

れば太かったり、厚かったりすれば、それはそれで確かにそうなんですけれども、

各部材ごとに数値が決まってございまして、例えば筋交
す じ か

いなら１カ所より２カ所あ

ったほうがいいとか、２カ所より３カ所あったほうがいいというような具合に数値
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化されておりまして、それが通常の建築基準法の中で必要な部分というのが一つあ

ったとして、その１.２５倍あれば、長期優良住宅仕様ということになるということ

です。だから例えば、筋交
す じ か

い１０カ所が普通だとすれば、１２.５カ所あればオーケ

ーという、筋交
す じ か

いでいえばそういうこととなります。 

○委員長（佐藤育男） はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） よくわかりましたけども、例えば業者、設計屋さんは多分

この基準は、優良住宅になる基準はわかっていると思うんだけども、業者さんとの

･･･、この優良なのはもうわかっているはずだすべ、これ。そのあたり、なんたな

もんだげ、業者関係は。この基準になるために、今あんたお話ししたとおりのこと

をやれば、その優良住宅になるんだよということだすべった、これ。 

○建築住宅課参事（讃岐敬司） ええ、これは設計の段階でですね、設計もできる工

務店さんもおれば、設計専門の方に頼まれる方もおりますけれども、その際に「長

期仕様にしたいので、通常分よりも丈夫に造ってください」ということであれば、

設計屋さんが計算をして、壁を増やすなりして、長期優良住宅なるように設計して、

それを工務店さんが造っていくということになります。 

○委員長（佐藤育男） はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） すいません、４回目ですいません。これ木造に限らず、Ｒ

Ｃ（鉄筋コンクリート）とか、また鉄骨関係、これに当てはまるのことなんすべか

なあと。 

またせ、もう一つ。これはどこまでも民間関係のものなのもんだのか、公共施設

関係は省かれるもんだのかなあと思ったりしております。 

○建築住宅課参事（讃岐敬司） まず公共の、例えば公営住宅とか、こういうのはあ

てはまらないんですけれども、通常の民間のマンションだとか、一戸建ての住宅と

か、こういったものは全てこの長期優良住宅に対象になってくるということです。 

○副委員長（小松栄治） はい、了解。ありがとうございました。 

○委員長（佐藤育男） ほかにございませんか。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 手数料が増えるということで、赤の部分（※増築・改築の場合

の手数料）が大分増えるんだけども、特例措置、税制の方と融資の方と二つあるん

だけども、これ実績見ると２０件足らずということで、なかなか一般の住宅を取得

する、改築するという方々には、これ周知の徹底ということではどういうふうなか

たちで、今やってるすか。 

○建築住宅課長参事（讃岐敬司） 実際にはパンフレットとか、ポスターとか、あと
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私どものホームページ等による周知の仕方しか今現在しておりませんけれども、な

かなかこう実績が、こう確かに、こう上がっておりません。 

で、これ、長期にするということは、見せかけを丈夫に、また、立派に造るとい

うことで、費用の方も若干上がってくることから、そういった関係でなかなかこう

実績が上がってこないものなのかなと、こう思っておるところでございます。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 実際よ、増築・改築の場合、赤の部分で書かれている手数料が

上がっても、「税制なり融資でかなり得だよ」というものがなければ、なかなかや

っぱり民間の方々というのは、「わからない」というのが実情でないかなと私は思

うんだけども、やっぱり「これだけの手数料がかかっても、特例措置でかなり救わ

れますよ」というなにかがないと、なかなかやっぱり優良住宅といいながら、「そ

の程度でいいべ」というのが市民の声だと思うので、そこら辺はやっぱり気をつけ

てやっていただければ。 

なんとか一つ、広報なり通じて徹底していただければ結構です。答弁いりません。 

○委員長（佐藤育男） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第６６号「大仙市大曲駅前第二地区都市再生住宅条

例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。吉野土地区画整理事務所長。はい、所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） それでは議案第６６号「大仙市大曲駅前第二

地区都市再生住宅条例の一部を改正する条例の制定」について、ご説明いたします。 

資料№１、議案書は６８・６９ページ及び議案説明資料「区画－１」１ページを
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ご覧願います。 

大花都市再生住宅につきましては、区画整理事業の施工に伴い、住宅に困窮する

者や、一時的に仮住居が必要となる者を入居させることを目的に、平成２１年度よ

り入居を開始しております。 

しかしながら、区画整理事業に目処が立ち、事業による新たな入居者がいない場

合は、入居資格者以外の者を入居させることができることとなっており、空き室に

つきましては一般入居者を募集し、入居を開始しております。 

今後は一般入居者が増えることが見込まれることから、今般、一般入居者の家賃

決定に係る規定を整理するものであります。区画整理事業による入居者の家賃につ

きましては、住宅市街地総合整備事業制度要綱に基づき算定した額を上限として定

めておりますが、一般入居者に関しましては、大仙市営住宅条例の例により算出し

た額とする旨の規定を第７条第３項に追加するものであります。 

施行期日は４月１日です。 

議案説明資料１ページの左下段に、３月４日現在の入居状況を記載しております。

全５２戸のうち、区画整理事業による入居者が３６戸、一般入居者が１４戸、空き

室が２戸となっております。 

また、資料２ページには区画整理事業対象者向けと一般入居者向けの、平成２８

年度の家賃の表を記載しております。 

なお、大花都市再生住宅につきましては、平成２８年度から、建築住宅課の方で

管理及び空き室の募集を行うこととなります。 

以上、議案第６６号につきましてご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いをいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なしと認め、これより採決をいたします。本件は原案のとお

り可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し
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ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第６８号「大仙市民ゴルフ場整備運営基金条例を廃

止する条例の制定について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。小田原都市管理課長。はい、課長。 

○都市管理課長（小田原大造） 議案第６８号「大仙市民ゴルフ場整備運営基金条例

を廃止する条例の制定」について、ご説明申し上げます。 

 議案書の７２ページから７３ページと、お配りしております資料「都市－１」の

２ページをご覧願います。 

 本案は、市民ゴルフ場の整備運営の財源を積み立てることを目的として設置した

大仙市民ゴルフ場整備運営基金について、今年度をもって基金残高がなくなること

から廃止するものであります。 

本基金は、旧大曲市において、市民ゴルフ場使用料を原資として平成３年３月に

設置し、合併時に大仙市に継承され、ゴルフ場の整備事業の財源に充てておりまし

たが、今年度の取り崩しをもって残高がなくなるため、基金を廃止するものです。 

なお、施行期日は、平成２８年４月１日とするものです。 

 お配りしております資料の「都市－１」の２ページに本基金の経緯等を記載して

おりますので、ご参照願います。 

 以上、議案第６８号「大仙市民ゴルフ場整備運営基金条例を廃止する条例の制定」

につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう

お願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いをいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し
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ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第７６号「大仙市建築物エネルギー消費性能向上計

画等認定手数料条例の制定について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。古屋建築住宅課長。はい、課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） それでは議案第７６号「大仙市建築物エネルギー消費

性能向上計画認定等手数料条例の制定」につきまして、ご説明いたします。 

 議案書は９８ページから１０３ページでありますが、附属資料「建住－１」の２

ページをお願いいたします。 

本議案は、近年、建築物におけるエネルギーの消費量が著しく増加していること

から、消費性能の向上を図るため「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法

律」が平成２８年４月１日より施行されることに伴い、市で建築物エネルギー消費

性能向上計画等の認定を受けようとする者等から手数料を徴収することについて、

条例を制定し、必要な事項を定めるものでございます。 

資料に基づいて、手数料の額の一例でありますが、１番、資料１の１番の「建築

物エネルギー消費性能向上計画の認定」の場合、これは赤で書いておりますけれど

も、この認定を受けますと建築物の容積率の緩和が受けることができるもので、１

戸建ての住宅の場合は「２万９,０００円」、国土交通大臣の登録を受けた住宅性能

評価機関が発行する適合証が添付されている場合は「５,０００円」であり、以下、

建築物の形態により、表に記載のとおりでございます。 

また、３番目の「建築物エネルギー消費性能の認定」の場合、これは省エネの基

準に適合している証としての認定ステッカーの表示ができるもので、１戸建ての場

合、今度、資料の右側の中ほどの表３の金額となりますが、性能の計算が複雑な場

合は「２万９,０００円」、簡略化された計算方法で行う場合、右側ですけれども、

は「１万６,０００円」となってございます。以下、建築物の形態により、表に記載

のとおりであります。 

なお、資料の右下には省エネ性能向上にする事例、また、容積率の特例について

の説明及び省エネ基準適合認定ステッカーの見本を載せてございます。 

施行期日は平成２８年４月１日であります。 

 以上、議案第７６号「大仙市建築物エネルギー消費性能向上計画認定等手数料条

例の制定」につきましてご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜り

ますようお願い申し上げます。 



 

   - 14 - 

 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第８１号「協和中央地区簡易水道浄水施設整備工事

請負契約の変更について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。井関次長。はい、井関次長。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 議案第８１号「協和中央地区簡易水道浄水施設整

備工事請負契約の変更」につきまして、ご説明申し上げます。 

 議案書では１２１ページ、参考資料は「上水－１」、右肩に「上水－１」Ａ３版、

これの１ページ目には契約変更の内容、２ページ目には大仙市管内の簡易水道の位

置図でございます。３ページには協和中央地区簡易水道の計画図を添付させていた

だいておりますので、ご参照ください。 

 それではご説明申し上げます。 

大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定によりまして、議会の議決をお願いするものであります。 

当工事の当初契約金額２億６,３１９万６千円を、１６８万８,０４０円増額し、

変更後の契約額を２億６,４８８万４,０４０円とするものでございます。変更の主

な内訳は、導水管、取水井から浄水場へ送る導水管布設における道路の路面復旧面

積の増と、水源地及び浄水場・配水場の配管継手材の数量増などによる増額が主な

ものでございます。 

  以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 
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○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第８２号「市道の路線の認定及び廃止について」を

議題といたします。 

当局の説明を求めます。進藤次長。はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい、それでは議案第８２号「市道の路線の認

定及び廃止」について、ご説明申し上げます。 

  資料№１、議案書の１２２ページから１２８ページをお開き願います。 

 これは、道路法第８条第２項並び第１０条第３項の規定に基づき、市道の路線の

認定及び廃止をするものであります。 

おおまかな内容につきましては、認定する路線が１４路線、実延長といたしまし

て２,６１６.７４ｍ、廃止する路線が１路線、実延長２１９.９３ｍとなっておりま

す。これら認定・廃止に伴いまして、市道路線は１３路線増の６,６９７路線、実延

長は２,３９６.８１ｍ増の３２１万１２７.５６ｍとなります。 

なお、路線の認定・廃止の大きな理由につきましては、毎年のことではあります

が、道路新設改良等、また、大曲駅前第二地区土地区画整理事業や開発行為等に伴

い、現地精査により、一括して認定・廃止したものが主な理由であります。 

  さらに詳細をご説明申し上げますが、本日お配りしておりました資料「道路－１」

をご覧いただきたいと思います。まず、１ページ目をお願いいたします。 

１ページ目は、ただ今申し上げました認定・廃止の各地域ごとの路線数及び延長

を示したものであります。先ほど申し上げましたとおり大曲地域が一番大きい認定



 

   - 16 - 

 

となっておりますのは、大曲駅前第二地区土地区画整理事業に関連し、国道１３号

から昨年全線開通いたしました中通線までの連絡道路を改築するために、新路線を

認定するものであります。また、南外地域は主要地方道「県道神岡南外･東由利線」

の地方道交付金工事、いわゆる下袋バイパスの開通に伴い、旧道区間を大仙市道と

して引く継ぐことから、新路線を認定するものであります。 

  次のページをお願いいたします。 

このページは、同じく各地域ごとの認定・廃止に伴う路線数を示したものであり

ます。 

  それから３ページにつきましても、各地域ごとの認定・廃止の主な理由を記載し

ております。 

  ４ページ目からは、これに対応いたしますそれぞれの地域の認定・廃止した位置

図を示しております。認定路線は赤書き、廃止した路線は青で着色しておりますの

で、ご参照願います。 

  以上、議案第８２号「市道の路線の認定及び廃止」についてご説明申し上げまし

たが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いをいたします。はい、小松副委

員長。 

○副委員長（小松栄治） あのすよ、廃止と認定はこれでいいと思いますけどもすよ、

例えば廃止になった路線あるすおな。それがそのまま変わらないで、こっちの方さ

道路を付ければ、そこ変わらないんすおな。または、半分かかったりして、あと、

ねくなったり。そういう場合の、またせ、家ねくなったり、いろんなものがねえと

ころさもまず、そこを廃止すると。仮にだすで。 

そういった場合はあれなもんだげ、その道路を、まず廃止にもっていくか、その

ままに残しておくか。今まで、特に大曲あたりはねえと思うんだけどもすな。そう

いった場合は、なんとして、これ今後やっていくもんだべかなあって、いっつもそ

ういう疑問に思っております。 

○委員長（佐藤育男） はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい。今の小松議員のご質問なんですけれども、

これまでそういう事例については、廃止した路線はございません。それに今回の廃

止は起終点の変更に伴う、一旦廃止して、それをさらに延長して認定したものとい

うことになります。 
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で、先ほど言いましたように、空き家になった場合の道路については、市の管理

でありますので、市道を廃止するというような事例は、これまではございません。 

○副委員長（小松栄治） 今後もねえことだが。 

○委員長（佐藤育男） はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい、委員長。余程の事例がない限り、ござい

ません。 

○副委員長（小松栄治） うん、わかった、わかった。そのときはすよ、臨機に応じ

て、現状みて･･･ 

（雑談あり） 

○副委員長（小松栄治） そうやって、やってればいい。 

○委員長（佐藤育男） はい、よろしいですか。 

○副委員長（小松栄治） いいす、いいす。 

○委員長（佐藤育男） はい、ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第８４号「平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会

計への繰入れについて」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。井関次長。はい、井関次長。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 議案第８４号「平成２８年度大仙市簡易水道事業

特別会計への繰入れ」につきまして、ご説明申し上げます。 

議案書の１３０ページをお願いいたします。 

本案につきましては、平成２８年度大仙市一般会計から平成２８年度大仙市簡易

水道事業特別会計への繰入れにつきまして、地方財政法第６条の規定に基づきまし
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て、議会の議決をお願いするものでございます。 

大仙市各地域の２２カ所の簡易水道事業を運営するための管理運営費、施設整備

事業費等の収支不足を補填するため、一般会計から４億２,４９１万４千円以内の繰

入れをお願いするものでございます。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑なしと認めます。なければ質疑を終結いたしま

す。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第８５号「平成２８年度大仙市公共下水道事業特別

会計への繰入れについて」から、議案第８８号「平成２８年度大仙市農業集落排水

事業特別会計への繰入れについて」までの４件は下水道課が所管し、一般会計から

の繰入れに関するもので関連がありますので、会議規則第９６条の規定により一括

議題といたしますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本４件を一括議題といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 資料№１、議案書の１３１ページから１３４ページに

なります。 

 議案第８５号「平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れ」、議案

第８６号「平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への繰入れ」、



 

   - 19 - 

 

議案第８７号「平成２８年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰入れ」

及び議案第８８号「平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れにつ

いて」以上４案はいずれも下水道課が所管し、それぞれ関連がございますので、一

括して、ご説明申し上げます。 

 本４案につきましては、大仙市における下水道４事業の各特別会計に係る事業の

推進を図るための経費を、平成２８年度一般会計から繰入れることについて、地方

財政法第６条の規定に基づき、議会の議決をお願いするものでございます。 

繰入額につきましては、各特別会計のいずれも総務費、事業費及び公債費等に充

当するため、１３１ページ・公共下水道事業特別会計が７億６,０６６万６千円以内、

１３２ページ・特定環境保全公共下水道事業特別会計が４億５,１３３万円以内、１

３３ページ・特定地域生活排水処理事業特別会計が８７９万９千円以内、１３４ペ

ージ・農業集落排水事業特別会計が９億１,０３２万９千円以内としております。 

 以上、４案一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜り

ますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質問のある方はお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本４件は原案のとおり可決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本４件は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

     （「暫時休憩」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、暫時休憩いたします。再開は１１時といたします。 

 

（ 午前１０時４９分 休 憩 ） 

 

（ 午前１１時００分 再 開 ） 
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○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に議案第１２４号「仙北中央地区簡易水道浄・配水場建設工事請負契約の締結

について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。井関次長。はい、次長。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 議案１２４号「仙北中央地区簡易水道浄・配水場

建設工事請負契約の締結」につきまして、ご説明申し上げます。 

 資料№４、議案書の２ページと、参考資料は「上水－１」の１２ページからでご

ざいます。 

 大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定によりまして、議会の議決をお願いするものでございます。資料の方よろしい

でしょうか。「上水－１」の１２ページでございます。はい、それでは参考資料の

方の１２ページ、ご覧いただきたいと思います。 

 仙北中央地区簡易水道浄・配水場建設工事につきましては、条件付き一般競争入

札を執行した結果、大仙市花館字下殿屋敷９、荒屋鋪建設・はりま建設特定建設工

事共同企業体が落札いたしましたので、２月２５日に契約金額６億１,５６０万円で

仮契約を締結したところであります。 

 主な工事の内容といたしまして、取水施設といたしまして取水ポンプ設備２基・

取水井頂部工２カ所、浄水施設といたしましては管理棟１棟・急速ろ過設備１式・

薬品注入設備等でございます。配水施設といたしましてはステンレス製のタンク１

基、そのほかに電気計装・門扉などの外構工事を行うもので、工期は平成２８年３

月２３日から平成２９年３月１０日までとなっております。 

なお、年度割金額につきましては、年度ごとの工事の相当額といたしまして、平

成２７年度は１,１０７万円、平成２８年度は６億４５３万円としております。 

 次の１３ページの方には共同企業体結成名簿と入札結果を、１４ページには配置

図、１５ページには浄水場・配水場の平面図、１６ページには配水池の平面図を添

付してございます。 

 以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いをいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第９０号「平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第

７号）」を議題といたします。 

なお、所管関係課の内容を一括説明をいただき、まとめて質疑、討論、採決を行

いたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。 

当局の説明を求めます。はじめに進藤次長。はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） それでは議案第９０号「平成２７年度大仙市一

般会計補正予算（第７号）」のうち、道路河川課所管分について、資料№２、補正

予算書の事項別明細書及び事業説明書、並びに資料は「道路－２」によりご説明申

し上げます。 

 各７事業についてご説明いたしますが、このたびの補正予算は、交付金及び起債

の配分や事業費の確定に伴う減額補正と、昨年７月の豪雨災害に伴う補正予算など

の説明でございます。 

 資料№２、補正予算書は２３ページ、資料№２－１、事業説明書は２４ページを

お開き願います。 

 はじめに８款２項２目１３事業「道路維持管理費（社会資本整備総合交付金事業）」

は、事業費確定に伴い９,３８０万７千円の減額補正をお願いし、補正後の額を５,

４４２万７千円とするものであります。 

この事業につきましては、平成２５年度に実施いたしました路面性状調査結果に

基づき、市道幹線路面修繕事業として大曲地域は「花館中央西線」、神岡地域は「荒

屋二タ子沢線」、中仙地域は「中仙８号線」、仙北地域は「仙北１号線」、太田地

域は「毘沙門川原線」の５地域５路線につきまして、ひび割れやわだち掘れが著し

い箇所の舗装修繕事業であり、事業費につきましては３,８７０万３千円の執行であ
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ります。 

また、当初計画にありました大曲地域の「大町通線」、協和地域の「境・上淀川

線」、南外地域の「南外１号線」及び西仙北地域の「北野目戸川１号線」の４路線

につきましては、交付金の配分不足により来年度以降への実施とさせていただいて

おります。 

 次に道路ストック老朽化対策事業として、緊急輸送路及び幹線道路上の標識・照

明灯・情報表示板等の点検を実施し、ボルトの締め直し等の可能な限りの応急対策

や、大型ボックスカルバート及びトンネル点検業務等を実施した事業費は１,５７２

万４千円であり、このたびはそれぞれの事業費確定に伴う減額補正であります。 

 なお、防災・安全社会資本整備交付金でありますが、事業費ベースの要望額８,

８９４万円に対し、交付額が３,２６５万６千円であり、配分率は３６．７％であり

ます。財源内訳といたしましては、国県支出金としまして防災・安全社会資本整備

交付金５,６２８万４千円を、市債として道路整備事業債２,７８０万円を、一般財

源として９７２万３千円をそれぞれ減額しております。 

 工事箇所及び位置図についてですが、お手元にお配りしております委員会資料、

補正予算第７号「道路－２」の１ページをお開き願います。 

  文字が小さくて、恐縮ではございますけれども･･･、 

（雑談あり） 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） よろしいでしょうか。幹線路面修繕施工箇所と

して大曲地域は市道「花館中央西線」から、太田地域は「毘沙門川原線」までを、

計画を青色で、実績を赤色で表示しておりますので、ご参照願います。 

 次に予算書は同じく２３ページ、事業説明書は２５ページになります。 

 ２目１４事業「除雪機械購入費」につきましても、事業費確定に伴い３,６３０万

９千円の減額補正をお願いし、補正後の額を４,４６９万１千円とするものでありま

す。 

 この事業につきましては、経年劣化により作業効率が著しく低下し、修繕料が増

加している除雪機械について、各地域の現状を考慮しながら、優先順位を勘案し更

新しているものであります。 

平成２７年度におきましては、交付金を充当しながら、西仙北地域と太田地域に

それぞれ除雪ドーザ１３ｔ級を購入しております。当初計画より約２カ月ほど納期

が遅れ、地域の皆さまには大変ご不便をおかけいたしましたが、２月５日に納入さ

れ、それぞれの地域に配備しております。また、秋田県平鹿地域振興局からの払い
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下げ譲渡として、凍結防止剤散布車でありますが、こちらは２月１７日に納入にな

り、西仙北地域に配備し現在稼働しております。 

今回の補正予算につきましては、その入札結果及び払い下げ額の確定により、減

額補正をお願いするものであります。 

  なお、防災・安全社会資本整備交付金でありますが、要望額５,４００万円に対し、

交付額が２,９０４万５千円であり、配分率は５３．８％であります。財源内訳につ

きましては、国県支出金といたしまして防災・安全社会資本整備交付金２,４９５万

５千円と、市債として除雪機械整備事業債１,１１０万円を、一般財源として２５万

４千円をそれぞれ減額しております。 

 補正予算資料「道路－２」の２ページに納入機械と更新機械の写真、及び事業内

容などを記載しておりますので、ご参照願います。 

 次に事業説明書は２６ページになります。 

 ４目４０事業「道路改良事業費（社会資本整備総合交付金事業）」は、６,０５３

万３千円の減額補正をお願いし、補正後の額を９,３９６万７千円とするものであり

ます。 

 この市道幹線改良事業につきましては、社会資本整備総合交付金を活用し、安全

・安心な交通網を整備するもので、幹線路肩改修事業として神岡地域は「坊ヶ沢戸

月線」の設計業務を、「南外４号」及び「１９号」はそれぞれ調査業務と拡幅工事

を実施しております。また、「仙北１号線」につきましては線形改良として、延長

２００ｍの路線測量を実施、大曲地域は歩行者空間の確保として「市役所前通線」

の消融雪施設の整備を行っております。さらに、昨年１１月１７日の所管事務調査

で現地をご確認していただいております「南外１号線」でありますが、延長９４ｍ

の現道拡幅及び嵩上げ工事を実施しております。 

  社会資本整備等の交付金でありますが、要望額９,２７０万円に対し、交付額が５,

４７４万９千円であり、配分率は５９.１％であります。財源内訳につきましては、

国県支出金といたしまして防災・安全社会資本整備交付金など国費分３,７９５万１

千円と、市債として道路整備事業債２,５２０万円をそれぞれ減額しております。 

 資料「道路－２」の３ページから４ページに、それぞれの事業概要と実績を記載

しておりますので、ご参照願います。 

 次に事業説明書は２７ページになります。 

６目１５事業「橋りょう長寿命化対策事業費（社会資本整備総合交付金事業）」

は、３,３３２万２千円の減額補正をお願いし、補正後の額を１億９,９４４万４千
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円とするものであります。 

 これは、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、劣化進行を予測し、大きな損傷が発生

する前に修繕を行う「予防保全型」の橋梁補修事業であります。 

今年度は、大曲地域は「丸子橋」、中仙地域は全面通行止めで施工した「坂の上

橋」などの橋梁補修及び詳細設計業務であります。いずれの橋も架設後、約４０年

を経過しておりまして、橋面防水や床版断面の補修を施工しております。 

 また、橋梁点検の委託業務でありますが、今年度は３６７橋の点検を行っており

ます。 

なお、仙北地域の「川福橋」の修繕工事と、西仙北地域は「暁橋」の補修設計業

務は、事業費の確定及び施工時期などを考慮し、繰越明許費を設定し実施させてい

ただきますので、ご了承願います。 

 交付金の配分でありますが、要望額１億３,９６６万円に対し、交付額が１億１,

９４８万２千円であり、配分率は８５.６％であります。財源内訳につきましては、

国県支出金といたしまして防災・安全社会資本整備交付金２,０１７万８千円と、市

債として橋りょう長寿命化対策事業債１,５２０万円をそれぞれ減額しております。 

 資料「道路－２」の５ページをお開き願います。 

  それぞれの事業概要と実績を記載しております。その中でも、先ほどご説明させ

ていただきました橋梁補修工事③の「川福橋」４,３５０万円と、詳細補修設計は白

抜きで③の「暁橋」８１０万円を合わせた５,１６０万円を、来年度への繰り越しと

しております。 

 また、資料６ページには各地域の橋梁などの点検数を表しております。橋梁につ

きましては、補助対象として１９４橋、単独分として１７３橋の、合わせて３６７

橋の点検で、事業費は３,７３１万３千円であります。さらに、この表にはございま

せんが、市の職員が技術講習を受け、点検を実施した橋梁が４０３橋ありまして、

平成２７年度点検計画橋梁５８７橋に対し、実施した橋梁が合計７７０橋と、計画

を１８３橋ほど上回っております。この市職員による点検につきましては、交付金

の配分を考慮した場合、来年度以降も是非必要と考えており、引き続きの実施を計

画しております。 

 次に予算書は同じく２３ページ、事業説明書は２８ページになります。 

  ８目６事業「通学路歩道整備事業費（社会資本整備総合交付金事業）」は、２,

７７９万５千円の減額補正をお願いし、補正後の額を４,１２０万５千円とするもの

であります。 
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 この歩道整備事業でありますが、「仙北１号線」につきましては１４８ｍの整備

工事と路線測量を実施しておりまして、事業費は１,６１４万９千円であります。太

田地域は「久保関古館線」は８４２ｍの路体盛土などの整備を実施しており、事業

費は２,５０５万６千円であります。 

  交付金の配分でありますが、要望額４,１４０万円に対し、交付額が２,４７２万

２千円であり、配分率は５９.７％であります。財源内訳につきましては、国県支出

金といたしまして防災・安全社会資本整備交付金１,６６７万７千円と、市債として

道路整備事業債１,０００万円と、一般財源として１１１万８千円をそれぞれ減額し

ております。 

 資料の７ページに、実施された箇所を示した平面図を添付しておりますので、ご

参照願います。 

 次に予算書は２５ページ、事業説明書は先に３２ページをお開き願います。 

 １１款１項１目１１事業「道路橋りょう災害復旧事業費（補助分）」は、４３７

万５千円の補正をお願いし、補正後の額を５,９５７万５千円とするものであります。 

   昨年７月２５日の梅雨前線豪雨により被災した公共土木施設、市道「中仙１８号

線」、太田地域は「横沢バチ沢線」及び「真木線」の計６箇所の復旧事業でありま

す。 

昨年１０月６日から９日までの４日間にわたる国の査定結果に基づき、復旧方法

や延長の増減など施工内容の見直しによる増額補正であり、また施工時期を考慮し、

繰越明許費の設定をお願いするものであります。財源内訳といたしましては、国県

支出金として道路橋りょう災害復旧費負担金２９１万８千円を、市債として道路橋

りょう災害復旧事業債１５０万円を増額しております。なお、補助率は全体事業費

の３分の２であります。 

   次に、事業説明書は戻りまして３１ページをお願いします。 

  １目１０事業「道路橋りょう災害復旧事業費（単独分）」は、７８０万円の補正

をお願いするものであります。 

   単独分につきましては、ただ今ご説明いたしました補助分の災害復旧方法が決定

したことに伴い、工事の安全性確保を目的に仮設道路を設置するための補正であり、

補助分同様に繰越明許費の設定をお願いするものであります。財源内訳につきまし

ては、全て一般財源を充当しております。 

 ここで、資料は８ページをお開き願います。 

災害復旧事業の位置図や、箇所ごとの事業概要及び事業費を写真付きで記載して
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おります。この中の左下、２７災４０号、太田地域の「横沢バチ沢線」と、右上の

「真木線」は４１号に、仮設道路が必要とされ、単独費を計上したものでございま

す。早期の災害復旧に向け、年度内には６カ所のうち４カ所について発注する予定

であり、施工につきましては安全性に配慮しつつ、完成度の高い道路を目指してま

いりたいとしておりますので、ご理解願います。 

 また、資料右下の協和地域は「奥山川」の「河川災害復旧事業費（補助分）」で

ありますが、国の災害査定前の秋田県との詳細な合同現地確認により、当該豪雨に

起因した災害でないことが明らかになったため、昨年９月の第３回定例議会でご承

認いただきました予算であり恐縮でありますが、予算書は２５ページのとおり、７

００万円の減額補正をお願いするものであります。なお、復旧につきましては、来

年度単独事業として予定しております「河川維持管理費」において、自然護岸に戻

すなど、復旧方法を十分検討し対応してまいりたいとしておりますので、ご理解願

います。 

 ここで、改めて繰越明許費の設定についてご説明させていただきますので、補正

予算書は６ページをお開き願います。 

 ８款「土木費」・「道路橋りょう費」は、「橋りょう長寿命化対策事業」分とし

て「川福橋」の補修工事など５,１６０万円を、９款「消防費」･「水害対策費」は、

秋田県による福部内川改修事業の築堤工事の進捗に伴い、市が実施します揚水機場

設置工事として、事業費２,９９７万円の繰り越しをお願いするものであります。 

  この水害対策費、福見町排水区の揚水機場設置工事につきましては、資料「道路

－２」の９ページに位置図及び事業概要を記載しておりますので、後ほどご参照願

います。 

 最後に１１款の「道路橋りょう災害復旧事業費（単独分）」７８０万円、及び「（補

助分）」５,９５７万５千円は、先ほどご説明いたしました中仙及び太田地域６カ所

分の復旧事業費であります。  

   いずれの事業につきましても、新年度事業との関連がありますので、十分な事業

間調整を図りながら執行してまいりますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上

げるものであります。 

 以上、議案第９０号「平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」のうち、

道路河川課所管分についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。 
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････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

○委員長（佐藤育男） 次に小田原都市管理課長。はい、小田原課長。 

○都市管理課長（小田原大造） 引き続きまして、「一般会計補正予算（第７号）」

のうち、都市管理課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

  事業説明書の３０ページをご覧願います。併せて補正予算書では、歳入が１１ペ

ージ、歳出が２３ページになります。事業説明書で説明させていただきます。 

 ８款７項４目１０事業「市民ゴルフ場管理運営費」についてであります。補正前

の額４,４４５万６千円に４００万円を追加し、補正後の額を４,８４５万６千円と

するものであります。 

 補正理由につきましては、大仙市民ゴルフ場の管理運営業務は、ゴルフ場の使用

料収入をもって業務委託経費とし、年度末に精算をする取り決めとしていることか

ら、今年度のゴルフ場利用者数の増加による使用料収入の増に伴い、歳入及び歳出

予算の補正をお願いするものであります。 

 補正内容につきましては、１２月補正時の利用者数を１万３,７０９人、使用料収

入を３,７１６万５,１５０円と見込んでおりましたが、１２月までの実績及び３月

中のオープンを見込み、利用者数を６０１人増の１万４,３１０人、使用料収入を３

９９万９,９７０円増の４,１１６万５,１２０円とするものであります。ゴルフ場利

用者数の増加の要因としては、新規コンペの獲得やプレミアムゴルフプレー券の販

売促進などの営業努力に加え、天候に恵まれたことも大きかったと考えております。

補正額の財源内訳につきましては、その他財源として市民ゴルフ場使用料４００万

円の充当を予定しております。 

 以上、議案第９０号「平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」のうち、

都市管理課所管分につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

○委員長（佐藤育男） 次に古屋建築住宅課長。はい、古屋課長 

○建築住宅課長（古屋利彦） 引続きまして、議案第９０号「平成２７年度大仙市一

般会計補正予算（第７号）」のうち、建築住宅課所管分につきまして、ご説明申し

上げます。 

 資料№２、補正予算書は９ページ・２３ページ、事業説明書は２９ページであり

ますが、説明は事業説明書で行います。 
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  ８款４項２目１０事業「地域住宅整備事業費」につきまして、１,３１２万５千円

を減額し、補正後の額を１億２,２２４万７千円とするものであります。 

本事業は、市営住宅の長寿命化計画に基づき、安全で快適な住まいを長期的に確

保するため、予防保全的観点から修繕や改善の計画を定め、更新コストの削減等を

目的に行われるものであり、今年度は社会資本整備総合交付金を活用し、天神前市

営住宅の建て替え事業を実施したものでございます。 

減額補正の主な理由は、交付金の配分の減額により、発注時に設計単価の見直し

や電線経路を埋設から架空にするなどの工事内容の見直し及び工事費、委託料の請

負差額等により１,３１２万５千円の減でございます。 

なお、今年度の工事は予定どおり進捗し、本日付で完了となっております。完成

した住宅につきましては、このあと待機しております入居者の引越しを行い、４月

１日付けで供用開始する予定でございます。 

なお、本事業は来年度も引き続き実施するものでございます。 

また、今後の市営住宅の老朽化に伴う工事費等につきましても、整備計画等に基

づきながら、交付金事業等の有利な財源を活用し、整備したいと考えております。 

以上、議案第９０号「平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第７号）」のうち、

建築住宅課所管分につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

○委員長（佐藤育男） 次に吉野土地区画整理事務所長。はい、吉野所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） 同じく議案第９０号「平成２７年度大仙市一

般会計補正予算（第７号）」のうち、土地区画整理事務所所管分について、ご説明

いたします。 

  資料№２の補正予算書２３ページになります。 

８款３項１目９０事業「土地区画整理事業特別会計繰出金」は、８３７万６千円

を増額し、補正後を７億７,４０６万５千円とするものであります。 

今回の補正は、国からの交付金の減額に対応するため、事業費分としまして９３

７万６千円の増額、公債費につきましては１００万円を減額するものでありますが、

内容につきましては、議案第９３号の特別会計補正予算でご説明申し上げます。 

 以上、議案第９０号のうち、土地区画整理事務所所管分につきましてご説明申し

上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 
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○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

○委員長（佐藤育男） 次に五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 同じく９０号「平成２７年度大仙市一般会計補正予算

（第７号）」のうち、下水道課所管分につきまして、ご説明いたします。 

 今回の補正は、浄化槽設置整備費補助金の補正でございます。３月補正予算書の

１２ページをお願いいたします。 

最初に歳入の補正で、１４款「国庫支出金」２項３目「衛生費国庫補助金」は、

「浄化槽設置整備事業費補助金」で予定しておりました設置数の減による補正で、

５６２万円の減額補正でございます。 

 １３ページをお願いします。 

同じく１５款「県支出金」２項３目「衛生費県補助金」は、「浄化槽設置整備事

業費補助金」で予定していた設置基数の減によるもので、５６２万円の減額補正で

ございます。 

 次に歳出の補正でございます。２０ページをお願いいたします。 

４款１項７目６１事業「浄化槽設置整備事業費補助金」は、２,６８１万６千円の

減額補正でございます。 

次に資料№２－１の補正予算書３月補正［事業説明書］の３４ページをお願いい

たします。 

ただ今予算書でも説明いたしましたが、２,６８１万６千円を減額し、補正後を８,

１４６万８千円とするもので、減額の理由は、当初予定設置数１９５基が実績で１

５４基で、４１基の減でございます。内訳については、５人槽が６４基から７基増

の７１基、７人槽が１２５基から４２基減の８３基、１０人槽６基から６基減で０

でございます。 

 次からは各下水道事業特別会計における、いずれも事業費の実績見込みによる補

正と、長期債利子償還金の減額補正に伴う繰出金の補正でございます。補正予算書

の２３ページをお願いいたします。 

８款「土木費」６項１目９０事業「公共下水道事業特別会計繰出金」は、２２２

万３千円の減額補正、同じく９１事業「特定環境保全公共下水道事業特別会計繰出

金」は、２４３万２千円の減額補正でございます。 

以上、議案第９０号「一般会計補正予算」のうち、下水道課所管分についてご説

明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げま
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す。     

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

○委員長（佐藤育男） 当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いをします。はい、小松副委員

長。 

○副委員長（小松栄治） ２４ページ、事業説明書の２４ページ。この、冒頭に部長

と、次長も今話しましたけども、今年の冬はこのとおり雪解けが早いし、この後も

道路等についてとか補修していくということでありました。大変いいことだなあと。

このことについては結果なので、今のこの２４ページのことで関連ですけどもな。

まあ結構ですけども、いずれにしろ、昨年度もこれ以上早く雪解けするとか、除雪

費とかは、昨年はちょっとかかりましたけども、去年よりも６割程度尐なくなった

ということでしたので。除雪費だすな。 

で、ただしこのとおり、先ほど言ったとおり、道路等々はやっぱり（傷みが）目

立ってきてるような状態なので、早急な補修とかも必要であろういうことだったの

で、良かったなとこのように感じました。まだまだ雪解けで見えないところもある

ので、路肩とかすな、そんたところ。あとガードレール。 

そうであるので、多分除雪費かなり、かなりって言えば不調法だども、去年のか

は、なんぼくれえ余ってるもんだながなあと思ったりして。まず、もしかなりの金

額が残っておるならば、できれば補修もですけども、道路補修もいいすども、その

ほかのことについても、舗装等やっていただくようにお願いしたいもんだなあと思

っております。そのあたりの見解お願いします。 

○委員長（佐藤育男） はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい、ただ今、小松議員よりご質問をいただき

ました。 

先ほど部長のあいさつで、除雪の一斉回数が６割程度という説明がございました

けれども、これは一斉除雪が６割であって、予算が６割程度に抑えられるというも

のでは、一つはございません。 

ちなみに昨年を平年並みといたしますと、累加降雪量は、今年度は昨日現在で前

年度の８９％でござまいす。昨年が４７７㎝、昨日現在で平成２７年度４２７㎝と

いう降雪量がございます。なお積雪深については、現在２５㎝と昨年の同期と同じ

積雪深でございます。 
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また、出動回数につきましては、昨年度同期に比べまして約１０回ほど尐ない１

６.４回。一斉出動というのは、全地域で８割以上の除雪車が出動した場合を、一斉

除雪とカウントしてございますので、大仙市全体で１７分割されてございます。そ

の中で、部分除雪された部分がございますので、そういう部分が積み上がっていき

ます。 

で、現在の予算の執行状況でございますけれども、３月１０日、今日現在ですけ

れども、昨日までのデータでございます。除雪経費の支出決定、予定額でございま

すけれども、除排雪委託費が約１億９千万、それから借上料として３０万弱の予算

が今現在手元にございます。 

今後、排雪に使われる分を加味した場合、それとこの除雪対策費の中には消雪施

設の電気料の補助金、そういうものが含まれてございますので、合計した場合、今

年度予算の大体８０％程度は執行される見込みと考えてございます。よって額にす

れば１億９千万程度は不用額として残ると、今現在ではそういう計算をしてござい

ます。 

  この財源については、一旦不用額とさせていただき、財政にお返しするわけでご

ざいますけれども、除雪車が出る回数が尐なかったからといって、路面状況がいい

とは決しては言い切れない部分がございます。その分、散布車が出て凍結防止剤を

散布し、路面は凍結・融解を繰り返すというような回数が、逆に昨年より増えてい

るという状況がございますので、このお金は一旦、先ほども言いましたように一般

財源として財政にお返ししますけれども、なんらかのかたちで道路河川課の予算と

して、市民の皆さまに、全額とは言いませんけれども、お返しするという言い方が

適当かどうかはあれなんですけれども、道路河川課の予算として、皆さまにはお足

を運んでいただくかもしれませんけれども、この道路維持対策費に計上したいと、

我々はそう考えてございます。以上です。 

○委員長（佐藤育男） はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） 大変結構な話で、この旧８市町村、満遍なく道路維持費の

ことを付けてくださればなあと、これ要望して終わりたいと思います。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい、わかりました。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 社会資本整備交付金について、ちょっとお聞きします。この決

定というのは、最終的に事業ごとにまちまちなのかどうか、それとも交付金そのも

のの交付額というのは一括で来るのか、そこら辺をいつ頃判定するのか。判定とい
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う言い方悪いけども、いつ頃、市としては「入ってこない」という判断をするのか。

非常にこれ、事業によってバラツキある交付金だと思うんだすな。正直言って、一

律では来ないのというのは当然だと思うけれども。そういう点での、今尐しわかり

やすい説明をお願い。 

  それともう一つ。除雪機械を大曲地域に１台配置するように当初予算みてあった

んだけども、これ、９月・１２月の補正のときには、大曲なんて一言も出てこなか

ったけども、この除雪機械購入費そのものは最初から、へば「大曲は駄目ですよ」

という内示があったのかどうか、そこら辺確認します。 

○委員長（佐藤育男） はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい、委員長。この社会資本整備交付金でござ

いますけれども、厳密に申し上げますと「社会資本整備総合交付金」と「防災・安

全社会資本整備交付金」と、２本立てて来ております。これは全てパッケージとい

うことで、事業ごとに配分するわけでは、最初から配分されているわけではござい

ませんけれども、その時期が、内示が来るのが早くて４月下旪から５月と。その事

前に、事前情報というのは我々握ってございますけれども、正式に決定通知、内示

来るのが４月下旪から５月ということでございます。それによって事業の配分を決

めていく、交付金の配分をその時点である程度の概算額を決めていきます。 

ご覧のように配分率は「防災・安全社会資本整備交付金」、これは除雪機械を買

う方でございますけれども、前回の委員会でも申し上げましたように、配分率が約

６４.９％と非常に低い配分でございます。一緒の説明で恐縮ではございますけれど

も、除雪機械買うにあたっては、この６４％台であれば３分の１が削られる。よっ

て、大曲地域については今年度遠慮していただき、来年度以降の購入に回すという

ことでございます。 

それと路肩修繕、それから路面修繕、こういう事業につきましても、これを全て

交付金の配分率に当てはめていけば、全路線できるわけなんですけれども、進捗状

況が非常に悪くなる危険性がございますので、協和地域、西仙北地域などは１年間

先送りさせまして、それの配分をほかの地域に回して事業の進捗を図るというよう

な方法をしてございます。 

そして大変申し訳ございませんけれども、橋梁については、これは表面を剥いで

みないとわからない部分が非常に多いものでございまして、最後は橋梁にその交付

金を全てつぎ込むようなかたちに配分をさせて、このようなかたちの配分率となっ

てございます。 
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○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 今説明ありまして、私どもも大変参考になります。で、私、前

から言うとおり、交付決定が内示になった段階で、やっぱり１２月補正で、やっぱ

り減額するなり、なんらかのかたちで、やっぱりもっと早く処理するべきだと、私、

前から言ってますので、そこら辺は一つ検討してみてください。 

  もう一つ、災害復旧事業費で「バチ沢」とか「真木線」に出てますが、これ、私、

前から言うんだけども、森林管理監督署との関連性をどうなのかと。と言うのは、

市部分の道路と、森林監督署、まあ監督署でねえ、森林組合とか森林監督署だがな

んだがというところと･･･、昔で言えば営林署だ。そういうところの道路の棲み分け

とか、工事費全体についてどういう関連があるのか、次長から。 

○委員長（佐藤育男） はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい。この「真木線」については、今、本間議

員ご指摘のとおり、旧営林署で、森林管理署になってございますが、俗にいう併用

林道、市道は市道なんですけれども併用林道扱いになってございまして、その管理

協定におきましては、「この道路区間についての管理は、全て市が行う」という取

り決めがございますので、道路災害復旧については市が全面的に行うという取り決

まりになってございます。 

しかしながら太田支所の頑張りもございまして、その路面に敷く砂利、路盤、そ

ういうものは森林管理署よりご提供をいただいていると。それで、この市道「真木

線」が守られている部分もありますので、付け加えてご説明させていただきます。 

○委員（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） もう一つだ。それでは説明書３０ページ。ゴルフ場指定管理、

維持管理について、ちょっとお聞きします。今、積立金がこれからなくなるという

ことで、ゴルフ場で指定管理ということなるんだけども･･･、指定管理だが。 

     （「委託です」と呼ぶ者あり） 

○委員（本間輝男） 委託になる。あ、委託か。そういうことは、委託ということは、

市が直営という解釈、直営に近いかたちで委託すると。ということは、これからの

維持管理は、市が直営に近いかたちでやっていくという解釈でいいすな。 

○委員長（佐藤育男） はい、小田原課長。 

○都市管理課長（小田原大造） この市民ゴルフ場につきましては、所有はあくまで

も大仙市となってございますので、施設の維持・修繕等につきましては、市の予算

で今後も引き続きやっていくということでございます。 
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○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） お昼近くなりましたので、それでもう一つだけ。説明書３４ペ

ージ。合併（処理浄化）槽について、 

実は市民の方からこういう言い方をされてます。市内業者と市外の業者との差額

が、ちょっと嵩上げ部分で違うということで、市内業者がほぼ１００％近い実績を

もって施工すると思うんだけども、どうも市内業者が高くないかということで、市

民から苦情があるように私も実は受けてます。 

で、施工に関して市ではどういうような指導をしながら、嵩上げ部分があるから

市内業者を使ってくださいというような指導してるのか、それともどういうような

ことでやっているのか、課長からちょっと説明願います。 

○委員長（佐藤育男） はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 浄化槽の補助金につきましては、国・県・市で３分の

１ずつ補助金を交付しております。さらに市内業者施工の場合であれば、市の補助

分の嵩上げということで同額を補助金として交付しております。 

その工事費が高いという市民の声ということでございますけれども、申請は各支

所で受け付けておりまして、設計書というか、申請書の中味を各支所で、本庁でも、

下水道課でも一応その申請書の中身は十分、単価等検討いたしまして、高額になっ

ていないかということは確認しております。 

そういう声があるということは、今後ちょっと参考にさせていただきまして、設

計の中味について、再度ちょっと検討していきたいと思っております。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 必ずしもそれが全部のものではないと思いますので、そこら辺

を吟味していただければ結構です。私の方からは終わります。 

○委員長（佐藤育男） ほかにございませんか。はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） ３３ページ、事業説明書。一つだけだったっす。 

前に、この中の補助分の街区公園の整備工事３カ所、それから街区の公園の実施

計画の業務委託。これ、あれだすか、この間、我々現場見に行った「ねむのき」の、

ちょうど公園も入ってるすべ、この中さ。三つということは。それまず聞くっす。 

○委員長（佐藤育男） はい、吉野所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） ３３ページの方は、区画整理事業の街区公園

３カ所でございます。現場見に行ったとき、丸子橋の所で現場視察しましたけども、

そこの場所で、区画整理事業地内の公園です。 
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○副委員長（小松栄治） ああ、そうか。そういう意味か。ただ、駅前って書いてあ

るっけから、おや、それもあるべかなと思ったりして、そう言ったんです。俺方で

勘違いです。 

いずれにしろ、公園関係で関連ですけども、多分、ねむのきの公園の、要するに

請負費、いわゆるその前の設計の単価、これが、物を見てきたんですけども、やっ

ぱり物置、車庫、倉庫等々の設計単価の価格があるはずだすおな。あのとおり物置

だったすおの。それが５００万ぐらいの高い積算見積もりの中でやってるような感

じがこう我々さ示されたったすおな。見ますと、大変高額な積算だったようだす。 

それに基づいて、業者はなんも関係って言えば不調法だども、なかったけども、

いわゆる積算の方法について、要望ですけども、多分きちんとやったと思いますけ

ども、我々さもう尐し詳しい、こういうことで５００万かかったというぐらいはお

知らせして、設計の段階でなんす。お知らせいただければありがたいなあと思って、

これ要望だったっす。 

○委員長（佐藤育男） 答弁はいいすか。 

○副委員長（小松栄治） いらねえす。 

（「委員長」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） これ、やっちゃおで。ここまで。 

○委員長（佐藤育男） んだす、今やるっす。はい、ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

この際ですが、昼食のために暫時休憩をいたします。再開は午後１時といたしま

す。よろしくお願いします。 
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（ 午前１１時５２分 休 憩 ） 

 

（ 午後 ０時５８分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に議案第９３号「平成２７年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第

２号）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。吉野土地区画整理事務所長。はい、所長 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） それでは議案第９３号「平成２７年度大仙市

土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）」について、ご説明いたします。 

資料№２の補正予算書は５５ページになります。 

今回の補正は、国からの交付金の確定などに伴う補正であり、歳入歳出予算の総

額からそれぞれ１億２,４６２万６千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１

０億２,７９５万４千円とするものであります。 

  それでは事業説明書によりご説明いたします。資料№２－１、平成２７年度補正

予算［３月補正］の主な事業説明書の３３ページをお願いいたします。 

  「大曲駅前第二地区土地区画整理事業費（補助分）」につきまして、ご説明いた

します。補正額は１億２,３６２万６千円の減額で、補正後を２億６,５３７万４千

円とするものであります。 

これは、国からの交付金決定額の減額に伴うものであり、事業概要としましては、

通町線消雪施設新設工事、まるこ川通線新設工事、街区公園整備工事等を実施して

おり、工事に関しましては、３月末で全て完了する予定であります。 

  財源内訳につきましては、国県支出金が１億６,５２０万２千円の減額で、補正後

を５,０１９万８千円に、市債は３,２２０万円増額の１億９,２２０万円に、一般財

源を９３７万６千円増額の２,２９７万６千円とするものであります。これは、平成

２７年度でハード面を終了させる目標となっていることから、市債及び一般財源を

充当し、施設整備を完了するものであります。 

以上、議案第９３号につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いをいたします。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） ちょっとお聞きします。２７年度でハード事業終わるというこ
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となんだけども、これから５年間かけてソフト事業が跳ね上がっていくと思うんだ

けども、これ当初に比べて補助金の額が相当変わってきたと思うんだけども、んで

ねえすか。 

それと、その財源が１００％充当されない中で、市債というのがかなりその分で

埋めたすべ。それ額なんぼ出るすか。 

○委員長（佐藤育男） はい、吉野所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） 市債につきましては、区画整理事業と、それ

から再生住宅の方の事業、合わせまして予想ですけども、全部で１２０億の市債に

なるかと予想してます。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） その１２０億というのは、基本的にいえば丸の内と黒瀬と、そ

れから今の大花町地区と、この三つを合わせて１２０云々という起債の起こしだが。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） はい。 

○委員（本間輝男） 当初は、なんぼ見てらった。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） 当初は１００億円ぐらいです。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） いずれにして、３割以上の補助金が入ってこないので、その埋

め合わせとして、市税が３０億ぐらいが増えたということは事実だすな。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） はい。 

○委員（本間輝男） まあ今で終わったからな。まず、わかった。 

○委員長（佐藤育男） はい、ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 
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○委員長（佐藤育男） 次に議案第９６号「平成２７年度大仙市簡易水道事業特別会

計補正予算（第４号）」及び議案第１２６号「平成２７年度大仙市簡易水道事業特

別会計補正予算（第５号）」の２件は水道課が所管し、簡易水道事業特別会計の補

正に関するもので関連がありますので、会議規則第９６条の規定により一括議題と

しますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本２件を一括議題といたします。 

当局の説明を求めます。井関次長。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 議案第９６号及び議案第１２６号の「平成２７年

度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）」及び「（第５号）」につきま

して、ご説明申し上げます。 

まず議案第９６号、補正予算の第４号の方からご説明申し上げます。 

資料№２、補正予算書の８３ページをご覧いただきたいと思います。８３ページ

でございます。よろしいでしょうか。 

  今回の補正は、議案第８１号でご審議いただきました協和中央地区簡易水道浄水

施設整備工事請負契約の変更に伴う「継続費」の変更と、当年度分の実績見込みに

伴います補正、及び淀川地区簡易水道水源新設事業の請負契約締結に伴います「継

続費」の変更と、当年度分の実績見込みに伴う補正でありまして･･･、もう一つあり

ました。並びに歳入における国庫補助金の実績見込みに伴う「財源振替」の補正を

行うものでございます。 

補正予算第１条でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３２

６万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億６,４７２万６

千円とするものでございます。 

 続きまして８６ページをお願いいたします。 

 「継続費」の補正でございます。「協和中央地区簡易水道浄水施設等更新事業費」

は、工事請負契約の変更に伴う総額の変更と、当年度分の実績見込みに伴う補正で

ありまして、補正前の総額２億６,７１９万２千円を、補正後の総額を２億６,８８

８万２千円とし、年割額につきましては記載のとおりといたすものでございます。

「淀川地区簡易水道水源新設事業費」は工事請負契約に伴う総額の変更と、当年度

分の実績見込みに伴います補正でございまして、補正前の総額４億３,４３０万６千

円を、補正後の総額４億２,７１９万５千円とし、年割額につきましては記載のとお

りといたすものでございます。 
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続きまして８７ページをお願いいたします。 

  第３表「地方債」の補正です。国庫補助金の実績見込みに伴いまして、不足する

額を市債に振り替えるため、限度額を６億６,５５０万円とするものでございます。 

続きまして９０ページをお願いいたします。事項別明細書によりまして、歳入か

ら順にご説明申し上げます。 

歳入３款「国庫支出金」１項１目「簡易水道事業費補助金」は、実績見込みに伴

い５,３４６万４千円減額補正し、補正後の額を１億２,７９０万８千円とするもの

です。なお、簡易水道事業費補助金は、要望額の概ね７割ほどの交付額となってお

ります。 

８款「市債」１項１目「簡易水道事業債」は５,０２０万円増額補正し、補正後の

額を６億６,５５０万円とするものでございます。 

次に９１ページをお願いいたします。歳出でございます。 

２款「事業費」１項１目２９事業「協和中央地区簡易水道浄水施設等更新事業費」

は、今年度の実績見込みに伴いまして１３７万８千円の減額補正で、補正後の額を

１億１,３００万８千円とするものであります。 

３０事業「淀川地区簡易水道水源新設事業費」は、今年度の実績見込みに伴う１

８８万６千円の減額補正で、補正後の額を１億７,５４５万６千円とするものであり

ます。 

４０事業「仙北中央地区簡易水道整備事業費」は事業費の増減はなく、財源の振

替を行うものです。 

以上が議案第９６号でございます。 

続きまして議案第１２６号「補正予算（第５号）」につきまして、ご説明申し上

げます。 

補正予算書、資料№５になります。追加提案でございますので、資料№５の補正

予算書をご覧いただきたいと思います。よろしいですか。こちらの９ページをお願

いいたします。 

今回の補正は、「仙北中央地区簡易水道整備事業費」において、当初の予算編成

時点では、全工事を一括発注する想定で継続費を設定しておりましたけれども、市

内業者の受注機会拡大のために配水管布設工事等を分割して発注したことから、結

果的に配水管布設工事につきましては単年度で完成することになりました。 

このため、単年度で完成する工事については継続費の対象から除き、工期が次年

度にわたる浄・配水場整備工事費のみの継続費とし、併せまして議案第１２４号で
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ご審議いただきました請負契約に基づきまして、総額及び年割額を変更いたすもの

でございます。 

また、併せまして今年度で完成する配水管布設工事につきましては、施工実績に

伴いまして、不用額を減額補正するものでございます。 

それでは補正予算書の９ページでございます。 

補正予算第１条でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６,

１６６万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億３０６万

４千円とするものです。 

続きまして１２ページをご覧ください。 

第２表「継続費」の補正でございます。「仙北中央地区簡易水道整備事業費」は、

対象工事を見直ししたことと、浄・配水場整備工事請負契約に伴う総額の変更、そ

して、契約に伴う年割額の補正で、補正前の総額９億５,０３４万７千円を、補正後

の総額６億１,５６０万円とし、年割額は記載のとおりとするものでございます。 

なお、平成２８年度の予算書につきまして、こちら、緑の厚い、２８年度の予算

書なんですけれども、そちらの方に、継続費につきまして調書が添付されておりま

すけれども、そちらの方はこの補正前に作成した継続費の調書でございまして、平

成２８年度においては、この１８ページの調書が、そちらに替わるものとなります

ので、ご留意お願いしたいと思います。 

次に１３ページをお願いいたします。 

第３表「地方債」の補正でございます。浄・配水場整備建設工事の契約に伴い、

記載の限度額を６億３９０万円とするものでございます。 

続きまして１６ページをお願いいたします。事項別明細書により、歳入から順に

ご説明申し上げます。 

歳入３款「国庫支出金」１項１目「簡易水道事業費補助金」は、実績見込みに伴

いまいして６万２千円減額補正し、補正後の額を１億２,７８４万６千円とするもの

でございます。 

８款「市債」１項１目「簡易水道事業債」は６,１６０万円減額補正し、補正後の

額を６億３９０万円とするものです。 

次に１７ページをお願いいたします。 

歳出２款「事業費」１項１目４０事業「仙北中央地区簡易水道整備事業費」は、

今年度の実績見込みに伴いまして６,１６６万２千円の減額補正で、補正後の額を３

億４,０１７万円とするものであります。 
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説明資料といたしまして、事業説明書も配布してございますので、ご参照くださ

い。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本２件は原案のとおり可決することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本２件は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第９７号「平成２７年度大仙市公共下水道事業特別

会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 補正予算書３月補正の９５ページをお願いいたします。 

 議案第９７号「平成２７年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）」

につきまして、ご説明いたします。 

 今回の補正は事業費の実績見込みに伴う補正で、歳入歳出予算の総額からそれぞ

れ３６５万円を減額し、補正後の予算総額をそれぞれ１８億７,４２６万９千円とす

るものでございます。 

 次に９８ページをお願いいたします。 

  繰越明許費につきましては、社会資本整備総合交付金の内示額の増額に伴い、１

２月補正でご承認いただきました補助分１億円と当初補助分の４,０００万円を合

わせて１億４,０００万円と、単独分として１２月補正でご承認いただきました４,

０００万円、計１億８,０００万円の繰越明許費の設定をお願いするものであります。 

それでは、事項別明細書で歳入からご説明いたします。１０２ページをお願いい



 

   - 42 - 

 

たします。 

 ４款「繰入金」は、一般会計繰入金として２２２万３千円の減額補正でございま

す。 

 ５款「繰越金」は、前年度繰越金として２７万３千円の増額補正でございます。 

 ７款「市債」は、流域下水道事業債として１７０万円の減額補正でございます。 

 次に１０３ページをお願いいたします。 

  歳出でございますけれども、２款「事業費」１項１目１２事業「流域下水道事業

費」は、県に対する市の建設費負担金の確定に伴い、市の負担額を１６５万円減額

補正するものでございます。このあと事業説明書でご説明いたします 

  次に１０４ページをお願いいたします。 

  ３款「公債費」１項２目９０事業「長期債利子償還金」ですが、借入利率の減に

よりまして２００万円の減額補正でございます。 

 次に事業説明書の、補正事業説明書の３５ページをお願いいたします。 

「流域下水道事業費」は秋田湾・雄物川流域下水道大曲処理区の建設費負担金で

ございます。これは、県と市町村で半分ずつ負担するもので、流域下水道処理場の

最初沈殿池、最終沈殿池の耐震対策と最終沈殿池汚水ポンプ室耐震補強設計を行う

ものでございますが、社会資本整備総合交付金の減額に伴いまして減額補正するも

のでございます。 

流域下水道には、公共下水道事業の大曲・神岡地域分と特定環境保全公共下水道

事業区域の中仙・仙北地域分に区分されております。今回は公共下水道分として１

６５万円の減額補正、特定環境保全公共下水道分として５０万円の減額補正で、合

わせて２１５万円の減額補正をお願いするものでございます。 

  以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ
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んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第９８号「平成２７年度大仙市特定環境保全公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 補正予算書の１０７ページをお願いいたします。 

 議案第９８号「平成２７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）」につきまして、ご説明申し上げます。 

 今回の補正は、内示額の減額と事業費の実績に伴う補正で、歳入歳出予算の総額

からそれぞれ４,８０８万４千円を減額し、補正後の予算総額をそれぞれ７億６,０

４８万７千円とするものでございます。 

  それでは、事項別明細書で歳入からご説明いたします。１１３ページをお願いい

たします。 

 ３款「国庫支出金」は、下水道事業費国庫補助金として２,３７９万２千円の減額

補正でございます。 

 ４款「繰入金」は、一般会計繰入金として２４３万２千円の減額補正でございま

す。 

 ５款「繰越金」は、前年度繰越金として４万円の増額補正でございます。 

 ７款「市債」は、下水道事業債として２,１９０万円の減額補正でございます。 

 次に歳出でございます。１１４ページでございます。 

  ２款「事業費」１項１目１０事業「特定環境保全公共下水道事業費（補助分）」

ですけれども、防災安全社会資本交付金の内示額の減額及び実績に伴いまして、４,

７５８万４千円の減額補正でございます。 

同じく１２事業「流域下水道事業費」は、社会資本整備総合交付金の内示額減額

に伴いまして、５０万円の減額補正でございます。 

事業説明書は先ほど、公共下水道事業でご説明しましたので省略させていただき

ます。 

 次に、補正予算の事業説明書の３６ページをお願いいたします。 

  予算書でも説明いたしましたけれども、４,７５８万４千円を減額し、補正後を９,
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３３２万７千円とするもので、減額の理由は、防災安全社会資本交付金の内示額の

減額と実績に伴うものでございます。強首浄化センターについては内示の減のため

に、２９年度に実施予定でございます。協和中央浄化センターについては３,５５８

万４千円減額となり、スクリーンユニットの工事だけとなっております。南外地域

の管路整備は予定どおり実施されております。 

  以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑ある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありません。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第９９号「平成２７年度大仙市農業集落排水事業特

別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 補正予算書の１１７ページをお願いいたします。 

 議案第９９号「平成２７年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」

につきまして、ご説明申し上げます。 

 今回の補正は、農業集落排水事業債償還基金利子の確定による補正によるもので、

歳入歳出予算の総額からそれぞれ１万３千円を増額し、補正後の予算総額をそれぞ

れ１３億１,３７３万２千円とするものでございます。 

 事項別明細書で歳入からご説明いたします。１２２ページをお願いいたします。 

  歳入、４款「財産収入」は、農業集落排水事業債償還基金利子として、額の確定

に伴いまして、１万３千円の増額補正でございます。 
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 次に１２３ページをお願いいたします。歳出です。 

１款「総務費」１項１目９１事業「農業集落排水事業償還基金積立金」は、歳入

の利子を基金に積み増しするもので、１万３千円の増額補正でございます。 

  以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第１０１号「平成２７年度大仙市上水道事業会計補

正予算（第２号）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。井関次長。はい、井関次長。 

○次長兼上水道課長（井関由紀夫） 議案第１０１号「平成２７年度大仙市上水道事

業会計補正予算（第２号）」につきまして、ご説明申し上げます。 

 補正予算書の１３３ページをお願いいたします。 

 今回の補正につきましては、上水道事業の実績見込みに伴いまして、収益的支出

の増額及び資本的収入の減額、並びに資本的支出の減額の補正をお願いするもので

ございます。 

 第２条は、収益的支出の補正でございます。 

第１款「上水道事業費用」第２項「営業外費用」において、決算見込みの精査に

よりまして、消費税及び地方消費税が当初見込みより増となるため、増額補正する

ものです。特に宇津台浄水場更新事業で、今年度予定しておりました用地造成工事

につきましては、次年度へ繰り延べしたことによりまして、歳出において仮払い消
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費税が大幅に減ったことによります。第２項「営業外費用」を７４５万５千円増額

補正し、計９,３８７万６千円とし、第１款「上水道事業費用」は、計を７億７,６

１８万４千円とするものでございます。 

続きまして１３４ページをお願いいたします。 

 第３条は、資本的収入と支出の補正でございます。 

 収入の第１款「資本的収入」でございますが、第１項「工事負担金」は、大曲駅

前第二地区土地区画整理事業の実績見込みによりまして減額補正するもので、３１

５万５千円減額し、計３４３万９千円とするものでございます。 

 第２項「負担金」は、一般会計の負担で実施される消火栓移設工事の実績見込み

により減額補正するもので、１１２万１千円減額し、計３３８万１千円とするもの

でございます。 

 第４項「補償金」は、秋田県の補償金により実施する藤木上橋添架管設計委託業

務の実績見込みによりまして減額するもので、１２５万３千円減額し、計３８８万

８千円とするものでございます。 

 以上により、資本的収入は５５２万９千円減額し、計１,５７５万２千円とするも

のでございます。 

  支出の第１款「資本的支出」でございますけれども、第１項「建設改良費」は、

委託料での藤木上橋添架管設計委託業務の実績見込みによります減額補正と、「工

事請負費」では、宇津台浄水場更新事業につきまして実施設計の精査に時間を要し

たこと、及び地元住民との協議により仮設道路を築造する計画といたしましたが、

これに伴います用地交渉に時間を要したこと、及び現場発生土の搬出先確保のため、

関係機関との調整に時間を要したことなどから、今年度実施予定しておりました用

地造成工事につきましては、次年度以降の本体築造工事に含めて一体施工とするこ

とにいたしましたので、そのことによる減額でございます。及び配水管布設・改良

・移設工事費の請負差額分の減額、並びに同時施工予定しておりました下水道事業

が次年度に繰り延べになったことなどによります減額でございまして、第１項「建

設改良費」を９,０５１万８千円減額し、計を７,９５７万１千円とし、第１款「資

本的支出」は、２億１,１３９万２千円とするものでございます。 

 なお、資本的収入が、資本的支出額に対し不足する額１億９,５６４万円は、過年

度分損益勘定留保資金４,００７万３千円、減債積立金１億円、建設改良積立金５,

０００万円、及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５５６万７千円

で補填するものでございます。 
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 以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」の

審査は、各所管関係課ごとの入れ替えをしながら審査を行います。 

職員の入れ替えのため、暫時休憩をいたします。 

 

（ 午後１時３７分 休 憩 ） 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

（ 午後１時４０分 再 会 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」を議題といたします。 

各所管関係課ごとに入れ替えをしながら、説明、質疑を行い、最後に採決を行い

ますので、ご協力をよろしくお願いします。 

はじめに、道路河川課所管の説明を求めます。進藤次長。はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい、それでは議案第１０２号「平成２８年度

大仙市一般会計予算」のうち、道路河川課所管分について、既にお配り、お手元に

あります当初予算書と主な事業説明書及び附属資料と、本日お配りしております資

料「道路－３」を用いまして、ご説明申し上げます。 
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 各事業の説明をいたしますが、説明に用います「主な事業説明書」については、

政策経費を中心に作成しており、その他の事務費や負担金、あるいは義務的経費等

については、お手元にお配りしております資料「平成２８年度当初予算概要」にそ

の概略を記載しております。時間の都合上、予算概要書の備考欄に「事業説明書」

と記載のある補助・単独及び債務負担行為分を合わせまして、１２事業のみの説明

とさせていただきます。 

 それでははじめに、事業説明書は６－１ページ、当初予算書は８９ページをお開

き願います。 

 ６款「農林水産業費」１項「農業費」９目「国土調査費」１０・１１事業「国土

調査事業費（補助・単独分）」は２,７５９万８千円であります。 

 本事業は、国土の開発・保全・土地利用の高度化に資するため、地籍の明確化を

図るとともに、市が行う多様な事業に役立てる事を目的・目標として実施している

ものであります。内容でありますが、西仙北・協和・太田地域の一筆地調査や測量

業務委託、及び過年度の地籍調査事業成果の図面作成や、修正業務委託に要する経

費であります。現在実施しているのはこの３地域であり、神岡・南外・仙北の３地

域は完了しており、中仙地域については現在休止状態であり、大曲地域は未実施で

あります。 

この事業を実施することにより、土地の利害関係が明確になり、課税の適正化が

図られ、また、災害発生時には座標数値から迅速な復旧に対応できることなどから、

継続して事業を推進するとともに、未実施地域を含めて優先度を見極め、調査を進

めることとしております。 

平成２８年度実施区域につきましては、西仙北地域は寺館・北野目区域を、協和

地域は船沢区域を、太田地域につきましては、継続として三本扇区域としておりま

す。各地域の２８年度末の進捗率、及び事業費や調査面積などは記載のとおりであ

ります。 

  財源内訳につきましては、国庫支出金として国土調査事業費補助金１,１７０万円

を、県支出金は同じく国土調査事業費補助金として５８５万円を、また、一般財源

は１,００４万８千円を充当しており、補助率は対象事業費に対しまして国が５０％、

県が２５％と、合わせて７５％となっております。 

 お手元にお配りしております資料「道路－３」をお開き願います。 

 １ページから３ページに西仙北地域をはじめとし、各地域の実施箇所を着色して

表示しておりますのでご参照願います。 
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 次に事業説明書は６－２ページ、当初予算書は９７ページになります。 

 ８款「土木費」２項「道路橋りょう費」１目「道路橋りょう総務費」１５事業「市

道敷地対策費」１,３７２万円であり、前年度から７２６万３千円の増額となってお

ります。 

 昨年度までの、市道敷地借上料と未登記対策事業費を個々に計上しておりました

が、市道用地の借用から市所有地への計画的な買収と、懸案となっている未登記解

消事業を併合したことにより増額予算となったものであります。 

  未登記につきましては、平成２０年度から調査を実施した結果、未登記数が３,

０４１筆があることが判明し、２１年度から解消に努めてきたところであります。 

   歳出の主な内容でありますが、委託料６１２万５千円は、西仙北地域を除く７地

域の未登記を解消するための測量及び分筆委託業務に要する経費として、また、借

地料として１１６件分３３０万２千円を、借地契約を解消し市道敷地として購入す

る経費として４２９万３千円を計上しており、各地域の事業費につきましては記載

のとおりであります。なお、予算には計上されてはおりませんが、西仙北地域にお

いては地籍調査事業において、分筆作業を実施した後に解消を行う予定としており、

８地域合わせ合計５０筆程度の未登記解消を目標としております。 

  お手元にお配りしております資料「道路－３」の４ページに、各地域の未登記数

などを記載した資料を添付してありますので、お開き願います。 

 資料左側に各地域ごとの未登記数を記載しており、全体の未登記数は３,０４１筆

となっております。２１年度から未登記の解消に努めておりますが、２６年度まで

の６年間で６９５筆を解消、さらに２７年度は７８筆の解消見込みとなっておりま

す。相続による所有権や復元地積測量図の作成など、２,０００筆を超える課題の多

い未登記解消でありますが、着実に事業を進めるものであります。 

  次に事業説明書は６－３ページ、当初予算書は同じく９７ページになります。 

 １目１０事業「道路情報管理システム整備事業費」６,６４６万円であります。 

  この道路情報管理システム整備につきましては、各地域ごとに整備形態が異なる

道路台帳を統合及び電子化を行うことにより、市道の効率的な維持管理に繋げてい

くものであります。 

  これまでは、大仙市各課における各種情報資産を整理し、地図情報の高度利用に

よる業務の迅速化・効率化や地理空間情報の利活用促進のため、基本計画策定業務

を行っております。また、道路台帳の現状分析を行うとともに問題点を抽出し、地

域ごとに異なる整備体系の台帳整備を図るとともに、最適な道路台帳ＧＩＳ（地理
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情報システム）化のために基礎調査を実施し、道路台帳統合基本計画を策定してお

ります。 

  平成２７年度につきましては、この道路台帳統合基本計画に沿って、新たに撮影

した航空写真を基に座標を組み込んだデータを作成し、全地域の道路台帳の統合及

び電子化業務に着手しており、平成２８年度末の完成を目標としております。 

 財源内訳といたしましては、国庫支出金として社会資本整備総合交付金１,３８０

万円を、その他の特定財源といたしまして地域振興基金繰入金１,１８３万円を充当

しております。 

    次に事業説明書は６－４ページ、当初予算書は９７ページから９８ページになり

ます。 

 ２目「道路維持費」１０・１１事業「道路維持管理費（単独分・債務負担行為分）」

は３億６,５３７万７千円であります。 

 本事業は、市民の最も基本的かつ密接なインフラである市道を適切に維持管理し、

修繕等を迅速に対応することを目的としております。市単独事業の路線選定につき

ましては、整備基準による一件審査を行い、優先順位の高い路線から工事を実施す

ることとしております。また、地域の実情を考慮し、維持修繕費や原材料費、中に

は箇所付けしない工事費なども含め、各地域の道路延長や人口の比率に応じた柔軟

な予算配分とし、適切な道路維持を図ることとしております。 

  既に未舗装道路の解消などを目的とした直営班に加え、２８年度からは新たにパ

ッチングにより舗装修繕を行う作業班を編成し、市内全域の舗装修繕のスピードア

ップを図ることとしております。 

  財源内訳といたしましては、道路整備事業債２,８５０万円を、その他特定財源と

して法定外公共用財産使用料５３万１千円を充当しております。 

  次に事業説明書は６－５ページ、当初予算書は９８ページになります。 

  ２目１２事業「除雪対策費」９億２,３２２万２千円であります。 

 除雪対策費につきましては、冬期間の市民生活には欠かせない、生活道路の安全

な交通確保を目的にしております。 

  これまで同様に、車検及び点検整備を必要とする除雪機械の経費を当初予算に計

上し、初冬期の降雪に確実に対応できる体制を整える予算に加え、現在進めており

ます各地域の除雪業務受託者の共同企業体化を推進するため、当初予算に除雪委託

費を計上させていただいたことにより、前年度より大幅な増額予算となったもので

あります。 
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 業務受託者の共同企業体化を推進することにより、連絡応援態勢も含め、緊急時

の効率的な人員及び機械の配置、また、複数業者での共同による作業により、時間

短縮などが図られるものであります。なお、共同企業体化につきましては、２７年

第４回定例会、建設水道常任委員会協議会において、大仙市道路除雪基本計画の中

でご説明しておりますので、詳細につきましては割愛させていただきます。 

今年度のプロポーザルによる業者選定のスケジュールは、５月の実施方針策定に

始まり、参加業者からの技術提案書の提出などを経て、１０月末には契約を締結す

る計画としております。 

  財源内訳といたしましては、国庫支出金として社会資本整備総合交付金１億円と、

県道除雪委託金１,０００万円などを充当しております。 

 次に事業説明書は６－６ページ、予算書は同じく９８ページになります。 

２目「道路維持費」１３事業「道路維持管理費（社会資本整備総合交付金事業）」

は１億６００万円であります。 

 この事業につきましては、路面性状調査結果に基づき市道幹線路面修繕、及び標

識や照明灯などの道路ストックの老朽化対策を実施するものであります。 

内容といたしましては、大曲地域は「飯田線」から、太田地域は「毘沙門川原線」

までの５地域９路線につきまして、ひび割れやわだち掘れが著しい箇所の舗装修繕

事業であり、事業費につきましては８,６００万円であります。また、道路ストック

老朽化対策事業として標識などの点検のほか、協和地域は「宮田又線」の崩落した

法面の修繕工事を計画しており、合わせた事業費は２,０００万円であります。 

  財源内訳といたしましては、国庫支出金として防災・安全社会資本整備交付金６,

３６０万円と、道路整備事業債４,０４０万円を充当しております。 

  次に事業説明書は６－７ページになります。 

  ２目１４事業「除雪機械購入費」１億２,２００万円であります。 

 除雪機械につきましては、老朽化により作業効率が著しく低下し、修繕費が増加

している機械について、各地域の実情を考慮した上、優先順位を勘案し更新を行う

ものであります。その内訳でありますが、除雪ドーザ１４ｔ級３台、ロータリー除

雪車２.２ｍ級と除雪トラック７ｔ級を、それぞれ１台の購入をお願いするものであ

ります。 

  資料「道路－３」の５ページに、更新計画などを写真付きで表記しておりますの

でお開き願います。 

 現在使用しているドーザは、大曲地域は稼働時間が８,０００時間を超えており、
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また、協和地域につきましては昭和５６年式と経過年数が３６年であり、それぞれ

作業効率の低下が見られ、修繕費が増加している除雪機械であり、全５台の購入を

予定しております。 

  事業説明書に戻りまして、財源内訳でありますが、国庫支出金として防災・安全

社会資本整備交付金８,０００万円と、市債として除雪機械整備事業債として４,０

００万円を充当しております。 

  今後につきましても、除雪能力及び作業効率を向上させるためにも、交付金事業

の活用や県からの払い下げ機械も考慮し、除雪機械の更新に取り組んで行く計画と

しております。なお、補助率は補助対象事業費の３分の２となっております。 

 次に事業説明書は６－８ページになります。 

   ４目「道路新設改良費」３２・４０事業「道路改良事業費（単独分・社会資本整

備総合交付金事業分）」は２億５,７２１万２千円であります。 

 市の道路整備は「道路をつくることから活かすこと」の基本理念の下、既存道路

の機能充実に重点をおいた方針となっておりますが、まだまだ要望の強い道路や側

溝の拡幅及び改良については、優先順位等を勘案しながら進めているものでありま

す。また、幹線道路の交通利便性の向上などを目的とした改良事業につきましては、

社会資本整備総合交付金事業などの国庫補助金を積極的に活用した整備へ、生活用

道路は全国的にも道路の長寿命化が課題になっていることから、主に機能向上を図

ることを目標としております。 

 事業の概要でありますが、単独事業につきましては改良及び舗装工事など全１５

路線で、事業費は８,８２１万２千円を、交付金を活用した幹線道路の整備につきま

しては、大曲地域は「市役所前通線」の改良工事などを含め４地域８路線の計画で、

事業費は１億６,９００万となっております。 

 財源内訳でありますが、国庫支出金として社会資本整備総合交付金など１億１４

０万円と、市債として道路整備事業債１億１,９２０万円を、特定財源として地域振

興基金繰入金９００万円を充当しております。 

 次に事業説明書は６－９ページになります。   

 ６目「橋りょう維持費」１５事業「橋りょう長寿命化対策事業費（社会資本整備

総合交付金事業）」は２億円であります。 

 この事業につきましては、先ほどの３月補正予算でも概要を説明させていただい

ております橋梁長寿命化修繕計画に基づき、劣化進行を予測し、大きな損傷が発生

する前に修繕を行う「予防保全型」の橋梁補修事業であります。 
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  ２８年度は、仙北地域の「川前橋」など２地域３橋の補修・補強工事及び設計業

務を行うもので、事業費は１億６,０００万円であります。また、道路法に関する省

令で義務づけとなった５年に１度の点検につきましては、１５ｍ未満の橋梁で１７

３橋を行うものであります。さらに、橋梁点検車を必要としない橋長５ｍ以下の橋

梁につきましては、２７年度に引き続き、市職員の知識及び技術力の向上を図りな

がら、直営での点検を実施するものであります。 

  財源内訳でありますが、国庫支出金として防災・安全社会資本整備交付金１億２，

０００万円と、市債として道路橋りょう長寿命化対策事業債８,０００万円を充当し

ております。 

  次に事業説明書は６－１０ページ、予算書は９９ページになります。 

  ８目１・２事業「交通安全施設整備費（単独及び債務負担行為分）」は３,０９４

万円であります。 

 これは、道路等に設置されております交通安全施設の補修や、危険箇所への設置

を行い、歩行者及び通行車両の安全を確保するものであります。 

  歳出の主な内容でありますが、債務負担行為分を含めまして１５節「工事請負費」

２,８５６万２千円は、市全域のカーブミラー・区画線・ガードレール等の整備に要

する経費であります。 

 交通安全施設につきましては、地域の要望を踏まえ、通学路の安全確保に重点を

置き、関係各課と連携しながら事業の推進を図るものであります。また、通学路グ

リーンベルト設置事業ともすり合わせを実施しており、区画線設置など、それぞれ

の事業を円滑に執行していく予定であります。 

 次に事業説明書は６－１１ページ、予算書は同じく９９ページになります。 

８目６事業「通学路歩道整備事業費（社会資本整備総合交付金事業）」２,０００

万円であります。 

 この事業につきましては、平成２４年度に実施しました通学路緊急点検結果を踏

まえ、安全・安心な通学路を確保することを目的に、社会資本整備総合交付金を活

用し、通学路を整備するものであります。 

 これまでは、大曲地域は市道「追分板杭線」をはじめ３路線に重点を置き、整備

してまいりました。２８年度につきましては、継続路線として「仙北１号線」は詳

細設計と延長１００ｍの整備を、太田地域は「久保関古館線」の表層工など延長２

５０ｍの整備を実施する計画となっております。 

  財源内訳でありますが、国庫支出金として防災・安全社会資本整備交付金１,２０
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０万円と、市債として道路整備事業債７６０万円を充当しております。 

 この通学路歩道整備事業は、学童や生徒たちの登下校時の安全性向上を図る重要

な事業ですので、今後におきましても国や県に強く交付金の増額を要望し、今年度

のように大幅な減額予算にならないよう努力するとともに、早期の完成を目指して

まいります。 

 ここで、先に皆さまにお配りしております、平成２８年度当初予算(案)[建設部関

連事業説明書]の附属資料をお開き願います。こちらの資料となります。 

 資料１ページから２ページには道路維持や改良事業の詳細な施工路線名や事業費

などを、各地域ごとに単独・債務負担・交付金事業などに分類し記載しております。 

  また、３ページから１７ページまでは、同じく各地域ごとの施工位置図をご参照

いただくため添付しておりますが･･･、 

（雑談あり） 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） よろしいでしょうか。すいません。ご参照のた

めに添付しておりますが、ここで、大変恐縮ではございますが、図面の訂正をお願

いいたします。 

  ７ページは西仙北地域の③「立倉・布又線」の工事延長２０ｍを２２ｍに、１４

ページは仙北地域の①「仙北８号線」の延長を１４０ｍに、交付金事業の「仙北１

号線」歩道整備工事は１００ｍに、１５ページは同じく仙北地域の①「仙北３号線」

は８０ｍにそれぞれ訂正をお願いするとともに、誤った表示をしてしまい、皆さま

にご迷惑をおかけしたことを改めて深くお詫び申し上げます。 

  事業費及び内容は、先の説明のとおり、資料の１ページから２ページの平成２８

年度道路改良及び道路維持事業費路線別一覧表のとおりでありますので、ご了承願

います。 

 次に説明の最後の事業となりますが、事業説明書は６－１９ページ、当初予算書

は１０３ページをお開き願います。 

   ９款１項「消防費」４目「水防費」１１事業「水害対策費」４,８５３万円のうち、

道路河川課分として４,４３９万９千円であります。 

 この事業につきましては、平成２３年６月２４日の局部的集中豪雨により、市街

地において多大な被害が発生したことを受け、県では一級河川「福部内川」の河川

改修工事を実施しておりますが、それに伴いまして市で対応することとなる大曲福

見町から若葉町地区間の内水排除対策を行うものであります。 

全体計画としましては、平成２５年度に実施した現況測量の調査結果に基づき、
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「福見排水区」、福部内川「支排１号」及び「大曲住吉排水区」の３カ所に揚水機

場並びに樋門施設の整備を行うものであり、平成２７年度につきましては、繰越事

業となっておりますが、「福見排水区」の揚水機場施設の設置工事を行っておりま

す。２８年度につきましては、福部内川「支排１号排水区」の揚水機場設置工事を

実施する計画であります。 

  お手元にお配りしております資料「道路－３」の６ページをお願いいたします。 

  着色しておりますが、ＪＲ奥羽本線東側の福部内川「支排１号排水区」揚水機場

の位置図と、右側には設置予定箇所の写真等を添付しておりますので、ご参照願い

ます。 

 この県管理河川「福部内川」の支川排水対策につきましては、今後も秋田県施工

分の河川改修の計画や工事の進捗を見極め、協議を重ねながら具体的な整備を実施

し、地域の浸水被害の軽減を図るため、今後も事業を推進していくものであります。 

 以上、議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」のうち、道路河川課

所管分についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。以上です。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。これよ

り質疑を行います。質疑のある方は、お願いします。 

（「休憩、いかがですか」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、わかりました。暫時休憩をいたします。２０分より再

開いたします。 

 

（ 午後２時０７分 休 憩 ） 

（ 午後２時２１分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

先ほど進藤次長より説明がありました。それでは質疑をお受けしたいと思います。

質疑のある方は、お願いをいたします。はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） 一つだけ。６－７、説明書の６－７。あ、んでね、んでね、

ごめんなさい。次のページ６－９でした、ごめんなさいね。橋梁の長寿命化ですよ、

一つ聞き漏らしてしまって。 

実はその、設計と工事費についてはこのとおり挙がっていると思います。ただそ

の後、次長、先ほどの説明で、調査については触れだったんすおな、剥がしてみね



 

   - 56 - 

 

ば駄目だとか。 

で、いずれにしろ、表面はそうやって壊したりしていいんだけども、下の方、吊

り足場とって臨時でこうやるのが、まずこう見てれば当たり前のことだげすよな。

へば、その予算はこれさも含まれるな、設計さ。俺、それ聞きてえしてだった。 

○委員長（佐藤育男） はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） はい。調査費についてはあれです、ほぼ橋梁点

検車、これでやります。 

で、工事については、吊り足場というふうに考えていただければ一番簡単かなと

思います。 

○副委員長（小松栄治） はい。へば、調査の、調査の予算は、それはそれでやると、

こういうことだすべ。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） そういうことです。 

○副委員長（小松栄治） わかりました。へば、いいっす。 

○委員長（佐藤育男） ほかにございませんか。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 確認します。私どもの「仙北３号線」のグリーンベルトの。（市

民部環境交通安全課に）施工の予算付いてあるんだけども、地域からグリーンベル

トに変更してほしいというような要望があるわけすよ、白線でなくて。 

で、建設部だけじゃなくて、環境交通(安全)課と協議しながら、支所も課長わか

ってるので、白線だけでねくて、路側帯、あれでなくて、グリーンベルトに変更と

いうこと地域が言ってるがらすよ。 

なんとか一つ、環境交通安全課と協議しながら、支所と担当で協議していただけ

ねえすか。 

○委員長（佐藤育男） はい、進藤次長。 

○次長兼道路河川課長（進藤孝雄） グリーンベルト設置事業というのは、もうすり

合わせ終わってます。 

それで、グリーンベルトを引く側が白線も一緒に引くというルールづくりをして

おりますので、もしそういう場合であれば、環境交通安全課さ、その部分をお願い

するということは可能になりますので、はい。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） なんとか一つ、仙北地域のことで大変申し訳ありませんが、す

り合わせ、一つお願いします。 

もう一つ。太田の課長、今の広域農道の惣
そう

行
ぎょう

地域の、あの奥羽山荘さ登るとこの、
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あの変則の道路。あの交差点、非常に私から言わせれば、鋭角でぐにゃぐにゃと曲

がっていく。あの惣
そう

行
ぎょう

地域のあれに関して、支所では何にも話出ていねえもんだす

か。 

○太田支所農林建設課長（佐藤 朗） いや、あのですね、実は警察署の方と地元の

一部の方からですね、あそこやっぱり「緩やかなＳ字カーブにできないか」という、

そういう方、問い合わせがあります。 

それでですね、実は昨年度、実施に向けた基本的な設計はしてあります。 

○委員（本間輝男） ある。 

○太田支所農林建設課長（佐藤 朗） はいはい。それで、あと地元のですね、総代

はじめ一部の方が、あそこ一時停止にしたという経緯もあったらしくて、地元との

調整は若干必要にはなっておりますけれども、事業の実施に向けては現在検討して

進めております。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 実はすよ、あれ、今すごく利用率が高くなって、横手から田沢

湖まで行く幹線道路として非常に重要なわけです。で、そう言うものの、あそこの

クランクだけはどうしてもやっぱり見通しきかないし、多分あれ、高橋さんの家の

ハウスとかなんかの用地買収して、もう取り組む時期さ来たような気してならねえ

わけすな。 

なんとか一つ、本庁と協議しながら、詳細設計までもっていくように。おそらく、

受益者の方々だって賛成してけるすべ。 

○太田支所農林建設課長（佐藤 朗） ええ、受益者の方々とはお話はしてあります。

で、協力はしますよという回答はいただいております。 

○委員（本間輝男） あ、んだ。まあ本庁ともよく協議して。以上です。 

○太田支所農林建設課長（佐藤 朗） はい、わかりました。 

○委員長（佐藤育男） はい、ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

職員の入れ替えがありますので、暫時休憩をいたします。 

 

（ 午後２時２６分 休 憩 ） 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

（ 午後２時２９分 再 開 ） 
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○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に都市管理課所管の説明を求めます。小田原都市管理課長。はい、小田原課長。 

○都市管理課長（小田原大造） 議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」

のうち、都市管理課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

 事業説明書では６－８ページ、予算書では９８ページ、それから、お配りしてお

ります資料の「都市－１」では３ページになります。お配りしております資料の「都

市－１」でご説明いたします。３ページをご覧願います。 

 ８款２項４目３２事業「道路改良事業費」の都市管理課分についてであります。 

継続事業で、都市計画法に基づいた地区計画内の幹線道路の整備であります。資

料の右側の図面になりますが、地区計画道路「幹線３号」のうち、赤色で表示して

いる道路が２７年度に施工した部分でありますが、引き続き２８年度で黄色で表示

している道路の舗装工事を、地区計画に基づく幹線道路整備に係る共同工事実施要

綱に基づき、開発事業者と共同で実施するものであります。 

事業概要につきましては、地区計画「幹線３号」舗装工事として、事業費が７２

３万６千円で、施工延長が１７１ｍ、施工面積が１,２９０㎡であります。 

  次に事業説明書の６－１２ページをご覧願います。予算書では、歳入が２７ペー

ジ、歳出が９９ページになります。事業説明書で説明いたします。 

 ８款３項１目１１事業「都市計画マスタープラン等策定経費」についてでありま

す。予算額は７９２万８千円で、新規事業であります。これは、改正都市再生特別

措置法に基づき、コンパクトシティを実現するための、「大仙市立地適正化計画」

策定に係る業務委託経費であります。 

事業の目的及び目標でありますが、立地適正化計画とは、居住・医療・福祉・商

業・公共交通等の都市機能の誘導を図るための、都市全域を見渡した都市計画マス

タープランの高度化版であります。本市も人口の急激な減尐や、高齢化による都市

機能の低下が喫緊の課題となっていることから、医療・福祉施設や公共施設、公共

交通も含めた都市全体の構造を見直し、「コンパクトシティ・プラス・ネットワー

ク」のまちづくりを進めるものであります。 

問題と課題でありますが、平成２１年７月に策定した「大仙市都市計画マスター

プラン」により、機能集約型都市へ向けたまちづくりの方向性を定めております。

立地適正化計画の策定においても、この方向性を踏襲した計画の策定を進めてまい

ります。また、本計画を策定することにより、様々な分野において活用できる国か
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らの支援措置や補助金の嵩上げ等が期待でき、次期総合計画等の施策をより効果的

に推進するためにも、本計画の策定を進める必要があると考えております。なお、

計画策定に当たりましては、居住・医療・福祉・商業等の都市機能の集約や誘導を

含めて、都市全体を考慮しながら策定を進める必要がありますので、庁内横断的な

検討部会等の組織の設置も検討してまいります。 

事業の概要でありますが、この事業は、２カ年計画により実施する予定でありま

す。平成２８年度は、計画の準備、現状の把握、上位・関連計画の整理等を実施し、

平成２９年度は、誘導施設の設定、都市機能誘導区域の設定、居住誘導区域の設定

等を実施し、平成３０年４月１日に完成予定としております。全体事業費は１,９０

９万８千円で、このうち国庫支出金として集約都市形成支援事業費補助金９５４万

９千円の充当を予定しております。 

次に事業説明書の６－１６ページをご覧願います。予算書では、歳入が２３から

２４ページ、３５から３６ページ、４２ページと４４ページ。それから歳出が１０

１ページになります。 

 ８款７項１目１０事業「公園維持管理費」であります。予算額は、８地域合わせ

て８,３４６万１千円で、前年度より７９７万３千円の増であります。 

事業の目的及び目標でありますが、本事業は、公園利用者が安全かつ快適に過ご

せるよう維持管理を適正に行い、施設の安全性と利便性の向上に努めるとともに、

都市環境の整備、緑地の保全、利用者の憩いの場の創出を図ることにより、市民福

祉の向上と健康の増進に寄与するものであります。 

これまでの実績と成果でありますが、公園における事故の未然防止の観点から、

経年劣化した施設の修繕などの維持管理を適正に行い、市民の憩いの場として利用

されております。条例に規定されている公園は全部で１０２カ所あり、合計面積は

４３２.４６ｈa となっております。 

問題と課題でありますが、必要最低限のコストで維持管理を行っておりますが、

市民ニーズの把握と事故防止に努め、市民が快適かつ安心して利用できる公園管理

を行なっていく必要があります。 

事業の概要でありますが、平成２８年度は、中仙地域の八乙女公園の展望台駐車

場から頂上展望台までの遊歩道が、経年劣化による木部腐食及び木橋破損が著しい

ことから、安全確保のために遊歩道改修工事を実施いたします。平成２７年度に大

曲駅前第二地区土地区画整理事業で整備した街区公園３カ所と、大曲通町地区第一

種市街地再開発事業の関連社会資本整備事業で整備した「ねむのき公園」について
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は、草刈り・芝刈り・施肥等の作業を市直営で行い、維持管理経費の増加を抑制し

てまいります。また、今後の各公園における維持管理の在り方について検討し、公

園施設ごとのマネジメント計画を策定し、平成２８年度末策定予定の大仙市公共施

設等総合管理計画に反映させてまいります。 

  財源内訳ですが、その他財源として公園使用料等２２３万９千円の充当を見込ん

でおります。 

  お配りしております資料の「都市－１」の４ページに、八乙女公園の遊歩道改修

及び木橋架替事業の位置図、平面図、写真等を添付しておりますので、ご参照願い

ます。 

 次に事業説明書の６－１７ページをご覧願います。予算書では１０１ページにな

ります。 

 ８款７項３目１１事業「河川公園管理費」についてであります。予算額は１,３０

９万９千円で、前年度より７６万円の減であります。 

事業の目的及び目標でありますが、河川公園利用者が安全かつ快適に過ごせるよ

う維持管理を適正に行い、河川環境の保全と施設の安全確保に努めるとともに、良

好な自然景観を維持することにより、利用者の憩いの場の創出を図り、市民福祉の

向上と健康の増進に寄与するものであります。 

これまでの実績と成果でありますが、大曲地域、中仙地域及び太田地域の各河川

公園の草刈り、芝刈り、樹木剪定、トイレ清掃、ごみ処理、病害虫防除、浄化槽管

理及び施設修繕等を実施し、市民の憩いの場として利用されております。 

問題と課題でありますが、必要最低限のコストで河川公園の維持管理を行ってお

りますが、利用者ニーズの把握と事故防止に努め、経年劣化による施設の老朽化も

進んでいることから、維持管理を適正に行っていく必要があります。 

事業の概要でありますが、これまで業者委託していた河川公園管理業務の見直し

により、平成２８年度より大曲地域の丸子川河川緑地の草刈り業務を市直営で行う

とともに、中仙地域の栗沢河川公園及び大神成河川公園管理業務の大半を市直営で

行うことにより、経費の削減を図ってまいります。また、大曲地域の雄物川河川緑

地の草刈りに使用している老朽化したトラクター１台の更新を予定しております。 

 次に事業説明書の６－１８ページをご覧願います。予算書では歳入が２３ページ、

歳出が１０１ページになります。 

 ８款７項４目１０事業「市民ゴルフ場管理運営費」についてであります。予算額

は４,２８２万３千円で、前年度より３０３万１千円の増であります。 
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事業の目的及び目標でありますが、国土交通省から河川占用許可を受け、雄物川

河川緑地をゴルフ場として運営することにより、ゴルフを通じて市民の健康増進を

図るとともに、利用者が安全かつ快適にプレーしていただくよう適切に施設の維持

管理を行うことにより、利用者数の安定確保に努め、大仙市民ゴルフ場の管理運営

を委託する株式会社大曲スポーツセンターが持続して経営できるよう、努力を促す

ものであります。 

 これまでの実績と成果でありますが、平成２７年度は、新規コンペの獲得、プレ

ミアムゴルフプレー券の販売促進などの営業努力に加え、１２月の好天及び暖冬の

影響で、１２月実績で、前年度比１２％増の１万４,１５３人の利用者数で推移して

おります。 

問題と課題でありますが、スポーツの嗜好性や天候に左右される事業であること

から、市民ニーズや他のゴルフ場動向等も注視しながら、引き続き利用者が快適に

プレーできる環境づくりに努めるとともに、事故が起きることがないよう、安全性

と利便性の向上を図りながら、適正な管理運営を継続していく必要があります。 

事業の概要でありますが、市民の健康増進の場として、高齢者の多い施設である

ことから、利用者により快適にプレーしていただけるように、平成２８年度は、場

内施設のトイレ改修、カート路新設及び乗用カートの更新を予定しております。ま

た、利用者数の安定確保のために、今後とも計画的に施設等の整備を継続し、クオ

リティの高いコースづくりに努めてまいります。 

 財源内訳ですが、その他財源として、市民ゴルフ場使用料３,７３７万５千円の充

当を見込んでおります。 

 以上、議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」のうち、都市管理課

所管分の主な事業につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。はい、小松副委

員長。 

○副委員長（小松栄治） 二つ、二点だけ。一つはすよ、６－１２、事業説明書。こ

の立地適正化計画の都市計画マスタープラン。まず、これ２１年度に策定したんだ

けども、今後、コンパクトシティに、小さくするということだようだけども。 

で、私、聞きたいのはすよ、いわゆるこの字句の中さ「評価」とか「問題」とか

「課題」とか書いてあるんだけども、この中で「機能の集約する」とか、または「機
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能集約型都市へ向けたまちづくりをする」という方向性だすな。 

で、居住や医療・福祉・商業、公的機関等々書いてあるんだけども、これ、ちょ

っと俺わからないでいたけども、都市計画のことだすべ、まずすな。へば、都市計

画の、いわゆる市の配置計画関係はできてるもんだすべが。配置計画、公的機関の。 

○委員長（佐藤育男） はい。 

○都市管理課長（小田原大造） 今回の立地適正化計画の策定につきましては、平成

２１年度に都市計画マスタープランが策定されておりますけれども、これは概ね２

０年後を見据えた都市づくりを進めるための基本的な方針を定めておりますけれ

ども、この今回の立地適正化計画は、都市の人口減尐を踏まえまして、都市再生特

別措置法が平成２６年に改正されまして、居住や都市機能を誘導する制度が創設さ

れたことから、限られた資源を集中的に効率的に利用して、持続可能な都市社会を

実現するために、コンパクトシティに向けた具体的な取り組みを推進しようとする

包括的なマスタープランでございます。 

で、ただ今ご質問にありました具体的な施設等でございますけれども、次期総合

計画との整合性とも、これ、整合性を取らなければいけませんので、そうした次期

総合計画の実施計画等も踏まえまして、これから誘導施設なり、そういった施設を

これからこの立地適正化計画に盛り込んでいくというものでございます。 

○委員長（佐藤育男） はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） いずれにしろ、公的機関の配置計画を含めると。 

それさもう一つはすよ、都市計画の方の中で、例えば住居地帯、居住地帯、準工

業地帯、商業地域と、こういった配置もきちんとされた･･･、面積なんす。地域も規

制されているすおな。で、これもへば、含まれて行うものなのかな、そのあたり。 

○委員長（佐藤育男） はい、小田原課長。 

○都市管理課長（小田原大造） 都市計画地域の中に、主に大曲と西仙北地域で用途

地域というのが定められておりますけれども、今回のこの立地適正化計画につきま

しては、用途地域とはまた別に居住誘導区域、それから都市機能誘導区域、そうい

ったものを線引きして定めようとするものであります。 

○委員長（佐藤育男） はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） はい。そうすればすよ、やはりそういう集約するもんだか

ら、居住、いわゆる一般の住宅、そんたものもきちんとその都市計画さ明記しなけ

ればすよ、今度、やたらに農振さかかったりなんだかしてしまうもんだから、へば、

また、物を建てるったってなにだって、県の方からのあれ、手続きで遅くなったり
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するすおなんす。そのあたりもよ、できればきちんとやってくれれば、開発とかあ

ったときにでも、大変いいんでないかなと、こう思ったりしております。ましてや、

各地域では空洞化進んでるすおな。それも集約しながらやるということだすべ。ど

うか一つ、それも参考に入れながら計画を立てて、策定していただきたいと、これ

で終わりだす。 

もう一つ目、もう一つ。６－１７の河川公園の管理費。この中ですよ、雄物川河

川、これ大曲だとかこう、中仙、太田、こうあるすな。運動公園だとか、いろいろ、

緑地公園だとかって、河川公園だとか。これ、へば、国の用地なもんだすか、それ

まず一点聞くっす。 

○委員長（佐藤育男） はい、小田原課長。 

○都市管理課長（小田原大造） はい。雄物川の河川緑地運動公園につきましては、

国土交通省からお借りてしている土地でございます。 

○委員長（佐藤育男） はい、小松副委員長。 

○副委員長（小松栄治） まず確認しただけだったすどもすよ、で、問題は、いずれ

にしろゴミ処理とか、いろんな駆除、市の方でやってると、そういう予算だべと思

うども。 

あるところではすよ、一斉のボランティアで、各町内だとか地域の中で一斉クリ

ーンアップ事業を行ってるわけすな。 

だから、できたならば、そのあたりも併せながら、この清掃さ合わせて、やって

いただければ。わかるすべ、意味。へば、二重手間かからねくなるすおな。草刈も

一緒だすおな。で、やっぱり、でなければすよ、カン空落ちたりなにかしたときと

また違ってきてすよ、だからその、そういう時期、ゴミ拾いの時期あったりするそ

れさ合わせながらやるような方法とか、前の日にやるとか、そのあたり、あんたた

ちこう見ながら、そのやる時期も工夫してせ、やってもらいてえと。こういうまず

要望だども、なんたなもんだすべ。 

○委員長（佐藤育男） はい、小田原課長。 

○都市管理課長（小田原大造） ただ今、一斉クリーンアップというご質問でござい

ましたけれども、大曲地域ではだいぶ前からですけれども、雄物川流域の一斉クリ

ーンアップということで、丸子川を含めて、親水公園も含めて、７月の上旪ですけ

れども、市民から一斉クリーンアップ、ボランティアでやっていただいております。 

この運動につきましては、いずれはこう全市的な運動に、こう広げていきたいな

あと今考えているところでございますので、そういった方向で検討してまいりたい
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と思います。 

○副委員長（小松栄治） 全庁でも西仙はもうやってるすおなす。それもお盆頃前に

やるとか、いわゆる、ボウフラとか蚊の出る前に行うと。これが必要だすもの。ん

だから、まず、これはまず別の話だけども、雄物川のあれだってやったおかげで、

それからそういうものがなくなってきてるわけすよ、蚊とかあんたやつ。今のジカ

熱ではねえどもすよ。 

だから、どうかそのあたり踏まえて、お願いしてやってもらいたいなと思ってお

りますので、どうかお願いします。以上です。 

○委員長（佐藤育男） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

職員の入れ替えがありますので、暫時休憩をいたします。 

 

（ 午後２時５２分 休 憩 ） 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

（ 午後２時５４分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に建築住宅課所管の説明を求めます。古屋建築住宅課長。はい、古屋課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） それでは議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会

計予算」に係る建築住宅課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

 予算書は９６ページ及び９９ページから１００ページでありますが、資料は、主

な事業説明書と附属資料によりご説明申し上げます。 

  はじめに「市営住宅維持管理費」であります。資料、事業説明書の６－１３ペー

ジと附属資料２０ページをお願いいたします。 

予算額は２,９２８万３千円で、前年度と比較して６０５万９千円の減であります。

財源内訳は住宅使用料等であります。 

本事業の目的は、市営住宅の整備による入居者の適正な管理と、退去修繕と入居

募集の迅速な事務の実施による入居率１００％の維持であります。 

市営住宅の概況でありますが、２８年度より大曲駅前第二地区土地区画整理事業

の施行に伴う住宅の困窮者に提供している「大花都市再生住宅」が、市営住宅とし

て管理することにより５２戸の増、また、天神前市営住宅建替え事業による１５戸
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の減により、本年度より１団地１棟３７戸それぞれ増加し、全部で１９団地１３４

棟５７３戸の管理となります。 

予算の統一方針といたしまして、例年に引き続きまして、負担の公平性の確保や

過去の実績による平等性を考慮し、各地域事情に応じた予算配分としており、その

結果、主に修繕料及び委託料などで前年度より減額となっております。各地域の予

算でございますけれども、大曲地域が１,３２１万９千円、神岡地域が２３３万７千

円、西仙北地域が１２７万円、中仙地域が１０７万５千円、協和４１０万円、南外

地域が８７万２千円、そして太田地域が６４１万円となっております。なお、各地

域のうち、特に必要とされた修繕工事につきましては、事業説明書の下段及び附属

資料の２０ページのとおり予算計上されております。 

以上のように建物、設備等の適正な維持管理を図り、限られた予算を有効に執行

しながら、家賃収入の確保に努めてまいりたいと存じます。 

次に「住宅リフォーム支援事業費」でありますが、事業説明書は６－１４ページ、

附属資料は１８ページと１９ページをお願いいたします。 

予算額は６,００９万円で、前年と比較して９００万７千円の減であります。財源

内訳は一般財源となっております。 

委員の皆さまご承知のとおり、この事業は住宅リフォーム工事を行う方に対し、

財政的な支援を行い、居住環境の向上と市内住宅産業の活性化、及び雇用の創出を

図ることとを目的としており、これまでの実績は事業説明書に記載のとおりであり

ますが、平成２７年１２月までの累計は延べ２,７８８件、補助額で４億８千万円、

工事額では６９億５千万円の経済効果を算出しております。 

附属資料の１９ページに本年度の実績を添付しております。２月５日時点であり

ますけれども、件数は昨年度並みですが、補助額で約７４０万円の減となっており、

この状況から来年度の目標額を設定したものでございます。なお、来年度の見直し

内容でありますが、２点ございます。事業説明書に記載してございますが、４番の

中の下線部分であります。 

１点目が、環境対策工事の補助メニューに「子育て世代改修工事」を新たに加え

たことでございます。補助内容は１８歳以下の３人以上の子と同居している親子世

代が環境対策工事を行う場合に、補助率１５％、上限額を３０万円に拡充するもの

でございます。この補助につきましては、当市の「住生活基本計画」の住宅施策の

なかで「子育てしやすい居住環境づくり」を目標の一つとして掲げており、住宅施

策の面からも、尐子化対策の一環として取り組むために実施するものでございます。
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また、この補助を利用しますと、同世帯に高齢者がいる場合でも、バリアフリー対

策工事などを併用する場合も有利な補助率となることから、３世代同居世帯の推進

など、尐子高齢化対策としても期待するものでございます。 

なお、附属資料の１８ページに、今まで、２１年度から始まったこの事業であり

ますが、今までの補助内容の推移を添付してございますので、参考にご覧いただけ

ればと思います。 

２点目は、当初予算額に到達した時点での申請の打ち切りとするものであります。

今年度までは、補正対応により、年度内の申請が可能としておりましたが、打ち切

りとする一番の理由としては、財源が全て一般財源であることから、市の財政状況

を考慮したものであります。先ほど、当事業の実績を述べましたが、当市の住宅総

数約３万戸のうち、空き家を除く約２万７千戸に対し、今年度までの申請件数を換

算しますと、累計はまだ１割を超えたところであり、今後も需要は継続されると予

想されますが、これらの実績を踏まえ、今後の方針として、当初予算額の範囲内で

実施可能件数を年間４００件程度と見込み、現在の補助内容の精査・見直しを図り

つつ、限りある財源の中で、当事業が市の恒久的な政策として実施できるよう、引

き続き事業の推進に努力するものでありますので、ご理解のほどよろしくお願いい

たします。なお、この方針で実施した場合、年度途中での終了となりますが、混乱

を招かないよう各支所と連携し、市民への周知徹底を図ってまいりたいと思います。 

次に「地域住宅整備事業費」でありますが、事業説明書の６－１５ページと、附

属資料は２１ページをお願いいたします。 

予算額は９,３５０万８千円で、前年と比較して４,１８６万４千円の減でありま

す。財源内訳は国庫支出金、市債及び一般財源となっております。 

本事業の目的につきましては、午前中の今年度補正予算でご説明申し上げました

が、これまでの実績といたしましては、社会資本整備総合交付金を活用し、外壁や

防水改修、また、耐震改修工事などを実施しており、２８年度は今年度に引き続き、

天神前市営住宅の建て替え工事を行うものであります。 

  ２８年度の工事概要でありますが、既存の３棟１１戸の解体後、資料のとおり、

Ａタイプ、Ｂタイプそれぞれ 1 棟、計２棟６戸を新築するほか、敷地内道路や東屋、

菜園整備などの外構工事及び入居者の移転補償費等であり、それぞれの額は記載の

とおりでございます。なお、この事業の完成により、従前の６棟２３戸から、５棟

１４戸となります。 

  以上、議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」のうち、建築住宅課
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所管分につきましてご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜ります

ようお願い申し上げます。以上です。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございました。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。はい、冨岡委員。 

○委員（冨岡喜芳） ６－１４の住宅リフォームの件でございますけども、「２８年

度から、交付決定額が当初予算額に到達次第で申請を打ち切る」とありますけども、

この決定というのはどこで決定したものですか。今までなかった。一応２８年度か

らこれ実施するということだと思いますけども、この決定はどこでなされたのか、

お伺いしたいと思います。 

○委員長（佐藤育男） はい、古屋課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） はい、････。 

○委員長（佐藤育男） ６－１４の一番下さ、書かさってるす。 

○建築住宅課長（古屋利彦） はい、すいません。 

○委員長（佐藤育男） はい、古屋課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） 財政状況を考えまして、うちの方、うちの課とそれか

ら庁内で協議いたしまして、こういうふうに決定したことでございます。 

○委員長（佐藤育男） はい、冨岡委員。 

○委員（冨岡喜芳） いずれ財政苦しいのは十分わかりますけども、このことにおい

て、やる方も、あるいは職人さん方もだいぶ助かってますので、簡単にこう決めて

も。 

今回はまず、まだ予算成立してねえからあれだけども、こういうような判断をす

るということは、かなり、なんと言いますか、市民に対してのやっぱり説明力とか

なければ、やっていけないことになりますので、もし仮にずっとするもんだとすれ

ば、やっぱり徹底した、なんと言いますかな、お知らせと言いますか、そういうの

をやっていなければ、やっぱり受けた人と受けない人との差というのがかなり生ま

れてきますので、その辺ところ慎重に一つ検討して、対応していただきたいと思い

ますけども、いかがですか。 

○委員長（佐藤育男） はい、古屋課長。 

○建築住宅課長（古屋利彦） はい。この制度、この当初予算の額の設定につきまし

ては、額も含めまして、いろんな、どのような補助内容のメニューをするかという

ことも含めまして、いろいろ課の中でも協議したことでございます。 

いずれにいたしましても、先ほども言いましたけれども、今まで１割の申請があ



 

   - 68 - 

 

りまして、今の子育てのほかの部分のメニューに関しては内容を変えておりません

ので、この打ち切りに関しましては、なるべく混乱の招かないように、できるだけ

周知徹底していきたいと思います。 

○委員長（佐藤育男） はい、朝田部長。 

○建設部長（朝田 司） 打ち切りの額ですけども、ある程度うちの方で４００件と

いうことで対応してまいりました。 

それで、例年１２月ぐらいで申し込み、申請が大体終了するものですから、万が

一、それを過ぎ、予算が終わって、満額になって、その後、受付、まず申請がきた

場合には「どうか４月まで待ってください」ということで、申し込みされた方は、

優先順位というわけではないんですが、１番目、もう次の申し込みのときは優先さ

せるということを検討しておりますので、そういうふうに実施していきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○委員（冨岡喜芳） はい、わかりました。 

○委員長（佐藤育男） はい、ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

職員の入れ替えがありますので、暫時休憩いたします。 

 

（ 午後３時０９分 休 憩 ） 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

（ 午後３時１２分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に水道課所管の説明を求めます。井関次長。はい、井関次長。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予

算」案のうち、上下水道部水道課に係る予算について、ご説明申し上げます。 

説明にあたりましては、Ａ３版、平成２８年度当初予算概要[建設水道常任委員会

 上下水道]、それと、及び主な事業の説明書を使わせていただきます。 

よろしいですか。まず最初に、予算概要の方で説明いたします。表紙をめくって

いただいて、平成２８年度当初予算概要[上下水道部水道課]をお願いいたします。 

はじめに、一般会計でございますけれども、№１の４款「衛生費」３項１目１０

事業「簡易水道事務費」につきましては、対前年度比１４万円増の３４万円を計上
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しております。内訳でありますが、備考欄記載のとおり、日本水道協会秋田県支部

負担金、及び成瀬ダム水道利水対策協議会負担金等が主なものでございます。特定

財源といたしまして、秋田県からの小規模水道事業関係移譲事務交付金を充当して

ございます。 

次の№２、１１事業「簡易水道水質検査経費」と、№３、２０事業「共同飲用水

道施設整備費補助金」、及び№４、６０事業「簡易水道等施設整備費補助金」の３

件につきましては、この後、事業説明書により説明させていただきたいと思います。 

続きまして№５、９０事業「簡易水道事業特別会計繰出金」につきましては、対

前年度比７,７５５万７千円減の４億２,４９１万４千円を計上しております。これ

は、議案第８４号でご説明申し上げました、簡易水道事業特別会計における収支不

足分を一般会計から補填する経費であります。 

次に№６、４項１目「上水道費」９０事業「上水道事業会計繰出金」は、平成２

７年度と同額の７７３万４千円であります。これは、簡易水道施設整備事業で整備

いたしました仙北南地区が、平成１９年度から大曲地域の上水道に編入されたこと

に伴いまして、上水道事業会計において同事業の起債元金及び利子を償還している

ことから、それに対する繰出し基準に基づく繰出金でございます。 

で、以上、予算概要書の方ではこれで終わりまして、続いて、主な事業の説明書

で説明いたしますので、こちらの主な事業の説明書[上下水道部]の方をお願いいた

します。上下水道部の７－２ページ、お願いいたします。 

「簡易水道水質検査経費」につきましては、判定は「継続」でございまして、対

前年度比１万３千円減の５１８万３千円を計上しております。 

本事業につきましては、大曲、中仙、仙北及び太田地域の非公営簡易水道、小規

模水道組合、合わせて６０組合が実施いたします一般細菌、大腸菌群等の水質検査

経費を助成し、適正な水質管理及び経営安定のための支援をすることによりまして、

公衆衛生の向上と生活環境の改善を図るものでございます。 

一番下の、４．ＡＣＴの平成２８年度事業の概要といたしまして、各地域の簡易

水道組合数、小規模水道組合数及び予算額を記載してございますので、ご参照いた

だきたいと思います。 

続きまして７－３ページをお願いいたします。 

「共同飲用水道施設整備費補助金」につきましても、事業の判定は「継続」であ

りまして、対前年度比３０万円減の１００万円を計上してございます。特定財源と

いたしまして、県の小規模水道事業関係移譲事務交付金５千円を充当してございま
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す。 

本事業につきましては、地域住民の公衆衛生の向上と生活環境の改善を図るため、

公営水道及び非公営水道の給水区域外で、給水人口３０人未満の２戸以上で構成さ

れる共同飲用水道施設の新設及び改良工事に対しまして、大仙市共同飲用水道施設

整備費補助金交付要綱に基づきまして、市単独の補助金を交付しようとするもので

ございます。 

一番下の欄、４．ＡＣＴの平成２８年度の事業の概要でございますが、新設工事

１件対応分を予算計上してございます。 

続きまして次のページ、７－４ページをお願いいたします。 

「簡易水道等施設整備費補助金」につきましても、事業の判定は「継続」であり

まして、予算は前年度と同額の１５０万円を計上してございます。 

本事業につきましては、地域住民の生活環境の改善と公衆衛生の向上を図るため、

非公営の簡易水道組合及び小規模水道組合が実施する新設・改良工事に、大仙市簡

易水道等施設整備費補助金交付要綱に基づきまして、市単独の補助金を交付しよう

とするものでございます。 

４．ＡＣＴの平成２８年度事業の概要でございますけれども、直前３カ年の実績

相当分の予算を計上させていただいております。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 上水道事業会計の投資財政計画について、ちょっとお聞きしま

す。これ、後だすか。 

     （「それは特別会計、または水道局」と呼ぶ者あり） 

○委員（本間輝男） あっ、それでやる。あっ、そういう意味か。へば、いいす。取

り消しします 

○委員長（佐藤育男） はい。ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい。なければ質疑を終結いたします。 

職員の入れ替えがありますので、暫時休憩をいたします。 

 

（ 午後３時２２分 休 憩 ） 
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････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

（ 午後３時２４分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） それでは休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に下水道課所管の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」

のうち、下水道課所管分につきまして、ご説明申し上げます。    

 下水道事業は生活環境の改善及び公共水域の水質保全を目的としており、一般会

計の主なものといたしまして、下水道４事業の各特別会計への繰出金のほか、事務

費及び浄化槽設置補助金等でございます。 

説明は、Ａ４横の上下水道部の当初予算概要及び上下水道部の主な事業説明書に

より説明させていただきます。まず、Ａ４横の上下水道部の予算概要の２ページ、

下水道課分をご覧願います。 

 一般会計、№１、４款「衛生費」１５事業「合併処理浄化槽事務費」１万円は旅

費でございます。 

   №２、５０事業「環境衛生費負担金」９万６千円は、下水道課分として秋田県合

併処理浄化槽普及促進協議会会費及び負担金６万６千円でございます。 

   №３、６１事業「浄化槽設置整備事業費補助金」は、個人の浄化槽設置経費に対

して交付する補助金８,７３９万円でございます。後で、事業説明書で内容を説明さ

せていただきます。 

   №４、６３事業「水洗便所等改造資金利子補給金」３万１千円は、大仙市水洗便

所改造資金融資斡旋要綱に基づき、個人の水洗便所改造資金の融資を斡旋し、その

利子分を交付する補助金でございます。この利子補給金につきましては、一般会計

では下水道又は農業集落排水の計画区域以外の区域を対象として計上し、計画区域

内においては、それぞれの特別会計に計上してございます。 

 №５から№８までは、一般会計からの各下水道事業特別会計への繰出金で、４款

「衛生費」９０事業「特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金」は、西仙北及び

協和地域の公共下水道・農業集落排水事業区域以外の区域において、市町村設置型

浄化槽事業として市が運営している特別会計への繰出金で、前年度比３６万円減の

８７９万９千円でございます。 

 続いて６款「農林水産業費」９０事業「農業集落排水事業特別会計繰出金」は、

前年度比８７６万７千円増の９億１,０３２万９千円でございます。 
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 ８款「土木費」９０事業「公共下水道事業特別会計繰出金」は、前年度比９４７

万２千円減の７億６,０６６万６千円、同じく９１事業「特定環境保全公共下水道事

業特別会計繰出金」は、前年度比６１２万円増の４億５,１３３万円であります。 

 以上が概要でございますが、４款「衛生費」６１事業「浄化槽設置整備事業費補

助金」につきまして、事業説明書で説明いたします。 

事業説明書の７－１ページをご覧願います。 

 「浄化槽設置整備事業費補助金」は予算額８,７３９万円、設置予定基数の減によ

るもので、前年度比２,０８９万円４千円の減となっております。財源内訳は浄化槽

設置整備事業費補助金で、国が２,１８１万５千円、県が同額の２,１８１万５千円

で、一般財源が４,３７６万円でございます。  

 目的と目標ですが、この事業は公共下水道事業及び農業集落排水事業の区域外に

おいて、公衆衛生の向上及び良好な生活環境の確保をし、併せて公共水域の水質保

全に資するため、補助金を交付することにより、短期間で着実な整備を図ることが

できる合併処理浄化槽の整備促進をすることでございます。 

 平成２８年度の事業の概要としまして、５人槽６５基、７人槽９０基、１０人槽

５基、計１６０基を予定してございます。２７年度に対しまして、基数が３５件の

減となっております。補助額につきましては、国の基準額に対して、国・県・市が

それぞれ３分の１の負担しております。昨年度から市負担分の同額を嵩上しており

ます。 

 以上、議案第１０２号「平成２８年度一般会計」の下水道課所管分についてご説

明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げま

す。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

それでは各所管課の説明と質疑が終了しましたので、各所管関係職員の入室をお

願いいたします。暫時休憩いたします。 

 

（ 午後３時３２分 休 憩 ） 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

（ 午後３時３３分 再 開 ） 
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○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

これより議案第１０２号「平成２８年度大仙市一般会計予算」の討論を行います。

討論はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

職員の入れ替えがありますので暫時休憩いたしますが、この次･･･、ちょっと休憩

いたします。１０分間の休憩をいたしますので、４５分の再開といたします。よろ

しくお願いします。 

 

（ 午後３時３３分 休 憩 ） 

 

（ 午後３時４４分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に議案第１０５号「平成２８年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算」を議

題といたします。 

当局の説明を求めます。吉野土地区画整理事務所長。はい、吉野所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） それでは議案第１０５号「平成２８年度大仙

市土地区画整理事業特別会計予算」について、ご説明いたします。 

資料№３の予算書は２０５ページになります。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８億１,５０７万６千円とするものであ

ります。 

 それでは事業説明書並びに附属資料により説明させていただきます。付属資料２

２ページ、資料の一番最後のページでございますけども、区画整理事業の実施計画

図で、事業の状況を説明したいと思います。 

  この図面は、区画整理事業全体の全体区域図でございますけども、黒や灰色で着
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色されている部分が平成２６年度までに完了した部分でございます。また、青色で

着色している部分が平成２７年度の施工箇所でございますけども、現在施工中であ

ります街区公園３カ所、それから図面左側にあります「まるこ川通線」の新設工事

につきましては、今月の下旪で工事が完成する予定でありまして、これに伴い事業

地内全ての施設整備が完了することになります。  

  次に、主な事業の説明書６－２０ページをご覧いただきたいと思います。 

  平成２８年度の当初予算額は、補助分と単独分を合わせまして１億２,４７９万６

千円で、前年度より２億８,３２９万９千円の減となっております。内訳としまして

は、補助分が１億２,２００万円で２億６,７００万円の減、単独分が２７９万６千

円で１,６２９万９千円の減となっております。 

  １の事業の目的でございますけども、区画整理事業により公共施設等を整備し、

宅地の利用増進等を図り、中心市街地の再生を図るものであります。目標につきま

しては、平成２８年度末の事業進捗率を、事業費ベースで９９.５％以上とするもの

であります。 

  ２のこれまでの実績と成果ですが、これまで総事業費を２９８億円としておりま

したが、今般これまでの実績、それから残事業にかかる経費等を元に総事業費を算

出しましたところ、２９０億５千万ほどになる見込みであります。これに伴いまし

て、平成２７年度末の予想進捗率は９９.２％になる見込となっております。 

３の問題と課題ですけども、ハード事業が２７年度で終了し、平成２８年度が補

助事業最終年度となるため、残事業を滞りなく実施し、事業を完成する必要がある

と考えております。 

４の今後の方向性と２８年度事業の概要ですが、平成２８年度より換地処分に向

けた事務作業に入り、平成３３年度までに完了事務を含め、全ての事業を完成させ

る計画となっております。次に平成２８年度の事業概要ですけども、補助分としま

して事業計画・実施計画変更業務、それから換地処分業務、それから区画整理登記

業務等の委託費としまして１億２,２００万円、単独分としましては仮住居補償、そ

れから土地の損失補償、あと審議委員、それから土地評価員の報酬などで２７９万

６千円となっております。補助分・単独分を合わせた事業費に対する財源内訳につ

きましては、国庫補助分が７,３２０万円、市債が４,６３０万円、一般財源が５２

９万６千円となっております。 

 以上、議案第１０５号につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の

上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 
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○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。はい、冨岡委員。 

○委員（冨岡喜芳） 総事業費２９０億５千万ぐらい、今のとこかかったそうですけ

ども、大体この移転補償費さは何割ぐらいの経費がかかったもんですか。 

○委員長（佐藤育男） はい、吉野所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） 約６割強、尐しですね、ええ。 

○委員（冨岡喜芳） 強。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） はい、はい。 

○委員（冨岡喜芳） はい、わかりました。 

○委員長（佐藤育男） ほかにございませんか。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） あんた方の事務所、今度どこさいく予定だ。 

○委員長（佐藤育男） はい、吉野所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） 区画整理事務所としては２７年度でまず閉鎖

というか、閉めまして、都市管理課の方に区画整理の担当者を置くと。 

○委員（本間輝男） 何人。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） まず要望としては５人ほどと言ってますけど

も、総務課の方ではまず３人ぐらいというようなお話です。 

○委員（本間輝男） わかった。 

○委員長（佐藤育男） はい、ほかにございませんか。はい、小松委員。 

○副委員長（小松栄治） この６－２０の換地処分ってあるすな、この委託。まずそ

れはそれでいいんだけども、残された例えば１０坪以下の市の土地、また道路のは

ずれっこだとか、そういうのは、どのようにしていくのもんだのかな。そのままな

もんだが、それとも維持管理で草刈り、おがれば草刈りしていくもんだが、そのほ

かなにかあるもんだげ。 

○委員長（佐藤育男） はい、吉野所長。 

○土地区画整理事務所長（吉野一利） 換地の割り方で、どうしても市の調整地とい

うか半端な部分出てきますけども、その部分については隣接者にまず譲渡を促すと。 

それは管財課の方で担当しますけども、そういうまず計画ではいます。 

○副委員長（小松栄治） うん、わかりました。ありがとうございます。 

○委員長（佐藤育男） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 
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これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

職員の入れ替えがありますので、暫時休憩をいたします。 

 

（ 午後３時５３分 休 憩 ） 

 

（ 午後３時５５分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に議案第１０８号「平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計予算」を議題と

いたします。 

当局の説明を求めます。井関次長。はい、井関次長。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 議案第１０８号「平成２８年度大仙市簡易水道事

業特別会計予算」案につきまして、ご説明申し上げます。 

  説明にあたりまして、歳入につきましては予算書で、歳出につきましては平成２

８年度当初予算概要[上下水道部]と、平成２８年度当初予算案[主な事業の説明書 

上下水道部]、及びＡ３版右上「上水―１」の資料で説明させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

簡易水道事業は、公営水道として神岡地域３地区、西仙北地域７地区、中仙地域

３地区、協和地域７地区、南外地域は全地域で１地区、仙北地域は１地区の計２２

地区において、安全で安定した水道水の供給事業を実施するものであります。 

それでは、予算書の２５９ページをお願いいたします。 

第１条、歳入歳出予算の総額は、対前年度比６億７,８５２万６千円増で、歳入歳

出それぞれ２５億１,３１０万５千円とするものであります。 

併せまして、第２条では、債務負担行為の設定についてお願いするものでありま

す。 
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それでは予算書の２６２ページをお願いいたします。 

第２表、債務負担行為の設定をお願いいたすものでございます。簡易水道事業に

おいて、地方公営企業法を適用する経費、すなわち企業会計を導入しようとする経

費でございますけれども、そのうち、企業会計システム構築に関わる経費として７

９６万５千円のうち、平成２９年度に５５万７千円を設定しようとするものです。

この経費につきましては、後ほど、歳出にてご説明申し上げます。 

次に予算書の事項別明細書により、歳入についてご説明申し上げます。２６８ペ

ージをお願いいたします。 

歳入１款「分担金及び負担金」１項１目「事業費負担金」は１万２千円で、滞納

繰越分であります。 

２款「使用料及び手数料」は、対前年度比５,５４３万１千円増の５億７,８００･

･･、失礼いたしました。すいません、ちょっとお待ちください。原稿の単位がちょ

っと間違ったかもしれませんので、確かめます。すいません。 

（雑談あり） 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） やはり、ちょっと単位間違えておりました。２款

「使用料及び手数料」は、対前年度比５,５４３万１千円増の５億７,８０６万５千

円を見込んでおります。内訳といたしまして１項１目「水道使用料」は、対前年度

比５,５６１万円増の５億７,７４１万３千円。うち現年分は、対前年度比５,６５

５万１千円増の５億６,８５５万６千円 、滞納繰越分は、対前年度比９４万円減の

８８５万７千円を計上してございます。現年分の増は、第３回目の料金改定を見込

んだものでございます。２項１目「水道手数料」６５万２千円は、給水装置工事設

計審査手数料等でございます。 

次に３款「国庫支出金」１項１目「簡易水道事業費補助金」は、対前年度比１億

９,６２０万２千円増の３億７,７５７万４千円を計上しております。内訳といたし

まして、協和中央地区簡易水道浄水施設等更新事業分が３,９２３万６千円、仙北中

央地区簡易水道整備事業分が３億３,５４４万９千円、刈和野地区、大沢郷地区及び

南外地区簡易水道の成瀬ダム負担金分が、合わせまして２８８万９千円となってお

ります。 

続きまして２６８ページをお願いいたします。２６９ですね。失礼いたしました。 

４款「財産収入」１項１目「利子及び配当金」は、存置項目であります。 

５款「繰入金」１項１目「一般会計繰入金」は、対前年度比７,７５５万７千円減

の４億２,４９１万４千円を計上してございます。 
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６款「繰越金」は、存置項目でございます。 

７款「諸収入」１項１目「雑入」は１,６１９万２千円で、雑入といたしまして、

協和地域の施設管理分として３００万円、各地域の下水道使用料徴収業務負担金３

３７万４千円、西仙北地域の県施工のほ場整備事業に伴います水道管移設工事と、

同じく西仙北地域の天神前住宅建て替え工事に伴います配水管移設工事の委託金が

１２８万２千円、及び協和地域の県施工のほ場整備事業に伴います水道管移設工事

が８４４万６千円が主なものでございます。 

次に２７０ページをお願いいたします。 

８款「市債」１項１目「簡易水道整備事業債」は、対前年度比４億９,８５０万円

の増の１１億１,３８０万円を計上してございます。主な充当先は、協和中央地区簡

易水道浄水施設等更新事業費に１億３,１７０万円、淀川地区簡易水道水源新設事業

費に２億５,１８０万円、仙北中央地区簡易水道整備事業費に６億８,５２０万円、

刈和野地区、大沢郷地区及び南外地区簡易水道の成瀬ダム負担金に５４０万円を充

てるものでございます。 

続きまして、歳出についてご説明いたします。それでは続きまして、平成２８年

度当初予算概要の１ページ、こちらの資料、Ａ４の、予算概要をまとめましたＡ４

の資料でございます。これの１ページの方お願いいたします。 

簡易水道事業特別会計では、№７の「一般管理費」から№１６の「配水管等布設

事業費」までとなっております。このうち、№７「一般管理費」と№１０「協和中

央地区簡易水道浄水施設等更新事業費」から№１６までにつきましては、予算概要

による説明を終えた後、事業説明書により説明させていただきます。 

それでは№８でございますけれども、１款１項１目９０事業「簡易水道事業基金

積立金」は、存置項目でございます。 

次に№９、２款１項１目１０事業「成瀬ダム関連事業費」は、対前年度比２５０

万円増の９２９万６千円を計上しておりまして、西仙北刈和野地区、大沢郷地区と

南外地区の簡易水道の成瀬ダム負担金８５４万円が主なものでございます。特定財

源といたしまして、国庫補助金２８８万９千円と簡易水道整備事業債５４０万円を

充当してございます。 

それでは引き続いて、主な事業の説明書で歳出の方を説明させていただきます。 

（「何回も同じことを説明するので、予算額の説明はいらない」 

と呼ぶ者あり） 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） なるたけ簡潔にいたします。 
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それでは７－５ページ、「一般管理費」につきまして、ご説明申し上げます。 

事業判定は「継続」でございまして、平成２８年度の予算は、対前年度比２,４３

４万３千円減の１億８,１７０万７千円を計上してございます。 

一番下の欄、４．Ａｃｔの平成２８年度事業の概要といたしまして、各地域の給

水人口、事業数及び予算額と主な予算項目を記載してございます。 

続きまして次のページ、７－６ページ、お願いいたします。 

「一般管理費」のうち、地方公営企業法適用移行業務についてでございます。こ

ちらにつきましては、参考資料としてＡ３版、右上に「上水－２・下水－２」の説

明資料も準備させていただきましたので、そちらの方を参照いただきたいと思いま

す。 

事業の判定は「継続」でございまして、予算につきましては、対前年度比３５８

万１千円減の７９６万５千円を計上してございます。 

４．Ａｃｔの平成２８年度事業の概要でございますけれども、企業会計への移行

時期を平成２９年４月１日として、平成２８年度は準備期間としてございます。④

の･･･、⑦ですね。⑦の平成２８年度の予算では、企業会計システム構築業務を委託

するものでございます。 

続きまして事業説明書７－７、「協和中央地区簡易水道浄水施設等更新事業費」

についてでございます。参考資料の方では、「上水－１」の３ページの方に事業

の平面図等を記載させていただいております。 

事業判定は「継続」でありまして、平成２８年度の当初予算では１億７,１２１

万１千円で、対前年度比５,６７３万５千円の減となっております。 

（「協和から仙北までは大体わかるので、事業説明はいらない」 

と呼ぶ者あり） 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） はい、わかりました。そうすれば、淀川もいいん

だすべ。 

（「淀川もいらない」と呼ぶ者あり） 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 淀川いいですね。７－９の大野･･･ 

（「次長の判断にまかせる」と呼ぶ者あり） 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） すいません、じゃあ７－９だけ。７－９、これ新

規ですので。 

「大野地区簡易水道の水源新設事業費」でございますけれども、取水井戸が２本

ございまして、うち１本の方を新たに、１本が水量が低下してきたということで、
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井戸を新しく突き直すものでございます。 

その次の７－１０ページをお願いします。 

「強首地区の簡易水道の水源（新設事業費）」でございます。これにつきまして

も第３水源で井戸２本あるんですけれども、うち１本が水量低下してきましたので、

井戸の方の突き直しをするといった事業でございます。 

同じく７－１１ページも、「豊岡地区の簡易水道（水源新設事業費）」、新規で

ございますけれども、こちらの水源の水量が安定しないといったようなことから、

水源の調査をいたすものでございます。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） 暫時休憩いたします。 

 

（ 午後４時１３分 休 憩 ） 

（ 午後４時１３分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） へば、再開いたします。 

質疑を受け付けます。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） 説明書７－６、一般管理費の地方公営企業の云々のところで、

一般会計から４億３千万ぐらい入るすべ。はっきり言って。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 繰り入れですね、はい。 

○委員（本間輝男） これが公営企業で、この部分突出するような気するんだけども、

そのまま出ていくか。収益的云々、言い方悪いども、あまりねえ中で、そういう準

備は。しょだ
・ ・ ・

ものできねべかなあと思ってだったんすども。正直にそのまんま、パ

チっと出していくしかねえべども。 

○委員長（佐藤育男） はい、井関次長。 

○次長兼水道課長（井関由紀夫） 今のご質問は、簡易水道事業会計が企業会計に移

行した際に、収支を見た場合に、補填がそのまま、現在の特別会計とほぼ同程度の

繰り入れがあるかといったご質問ですよね。繰り入れるということで考えておりま

す。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） これ、繰り入れねばできねというのはわかるんだけども、基準

外繰入という範囲を、なった場合の国に対する云々の報告、そこまで言わねえかも
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知れねえでも、そこら辺の解釈どうすればいいのかという意味だ。 

公営企業やるということはやっぱり、収益的なものできちんと上げて、やれとい

うのが国の方針だわけすな、流れとしては。だけど、簡水の事業費の半分とはいわ

ねえっても、基準外繰入もあるし、基準内もあるけれども、そういう企業会計の中

で、どうやっていくのかなと意味だす。 

２９年といえば来年からだよ。１年しかない中でどういう工夫をしていくかって

いうのよ。 

○委員長（佐藤育男） はい、岩谷部長。 

○上下水道部長（岩谷友一郎） 私の方からお答えさせていただきます。この質問に

ついては一般質問で佐藤文子議員も質問されていましたけれども、企業会計の場合、

赤字も打つことは可能なんです。ただ、あまりにも大きい赤字なので、それを放置

しておくと累積赤字をして、多額の数字だけが見えてくるということになりますの

で、非常に大事な事業ですので、これまでの支援については変わらない支援をする

という姿勢で思っております。これについてはまず財政、それから市長とも協議の

上でいくということで。 

ただ、今回の総務省からの要請については、確かに企業会計として、公営企業と

して経営基盤を向上させるというのも陰にはありますけれども、その一歩手前の、

自分方の大きさの財務状況を今までわからないまま一般会計から安に繰り入れてき

たものを、これからそれはちょっとまずいんじゃないかということで、とにかく自

分方の、自らが財務状況を知る得る手法でまず知ると。それを今度、議会なり市民

の方々に知っていただく、まあ監視していただく、そのために手法を取り入れると

いうもので、確かにその先には公営企業としての経営の向上といいますか、基盤の

健全化というものがありますけれども、まずは自らの経営の体力を知るということ

が、今回の要請の一番のメインのようです。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） ちょっとごめんな。今この財政投資・財政計画も見てるんだけ

ども、基本的に市民の人としては、「企業会計になって大変な赤字だ」と。収益的

収支が合わなくなってくるんだから、「値上げするんでねえか」という市民の声が

あるはな。簡水であっても。 

だとすれば、やっぱり市民としてみれば、「できれば安い水を飲みたい」という

基本があるわけよな。 

そういう面からいうと、やっぱり５年から１０年のスパンで見ていかないと。企
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業会計にしたら間に合わねくなったから、結局、立方あたりなんぼ上げるというよ

うなことになると、かえってマイナスのものが出てこないかなという市民目線でい

った場合だ。 

我々議員としては当然地域さ報告しなきゃいけねえし、２９年になって、３０年

に、３１年になってくると、これはっきり言えば企業的収入、収益な、１０年間全

く同じぐらいの収益をずーと並べてる。 

○上下水道部長（岩谷友一郎） それ、上水道の･･･ 

○委員（本間輝男） 上水道、まずな。それはんだでも、おそらくそういう流れだと

思うんだよ、簡水もな。 

だとすればやっぱり市民の目線からすると、大変やっぱりそういうことを懸念す

るんだから、やはりそういうことのないように、やっぱり説明責任はあるような気

がしますので、そこら辺はきちんとしてほしいというのが私のお願いと同時に、市

民に説明していただきたいというようなお願いです。特に２９年度から、特にそれ

やっぱり必要だと思います。 

もし答弁あったら。なければないでもいいす。 

○委員長（佐藤育男） はい、岩谷部長。 

○上下水道部長（岩谷友一郎） 現在の水道、簡水の水道料金につきましては、段階

的に引き上げてるということで、２８年度に今回の改正あります。あと最後は３１

年、中仙と仙北ということで、足並みが揃うことになります。 

で、今回のその料金改定の主眼っていいますか、も、回収率からいけば、倍取っ

てもまだ間に合わないというところで、高額な負担はある一定のところで、高額に

ならないように抑えながらやっていくということで、条例も改正したもので、今回

の料金の３回目の改定についても、そのようなことを述べながら周知させてもらい

ます。本来であれば高くなるけれども、一定のところで抑えるけれども、一定の負

担もお願いしますというような言い方で。 

で、この企業会計化と料金改定は、将来的にはやっぱり経営の裏として必要だと

思いますけれども、今、前回から始めてきている料金改定の中で、これさ今絡めて

おくことは、ちょっとまずいんじゃねえかと思って、別に、別立てで考えていきま

すので、今のところは、今の考えている料金でいきたい。 

○委員（本間輝男） わかった。 

○委員長（佐藤育男） ほかにいいすか。 

○委員（本間輝男） いいす。 
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○委員長（佐藤育男） はい。ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

職員の入れ替えがありますので、暫時休憩いたします。 

 

（ 午後４時２１分 休 憩 ） 

 

（ 午後４時２２分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に議案第１０９号「平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計予算」を議題

といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 平成２８年度当初予算書の２８５ページをお願いいた

します。 

 議案第１０９号「平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計予算」についてご

説明いたします。 

 公共下水道事業は、大曲、神岡、西仙に係る下水道事業でございます。歳入歳出

の総額は、それぞれ１６億９,９３４万円と定めるものでございます。 

次に事項別明細書により、歳入をご説明申し上げます。２９４ページをお願いい

たします。 

     （「事業説明書で説明してください」と呼ぶ者あり） 

○下水道課長（五十嵐直樹） 事業説明書の７－１４ページをお願いいたします。 

 公共下水道事業特別会計１０事業「下水道維持管理費」予算額、前年度比１,７６
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６万４千円増の３億２,４２１万円であります。財源内訳は、市債が１,６４０万、

その他として下水道使用料・受益者負担金など３億７８１万円でございます。 

  ２８年度の事業概要ですけれども、下水道課所管の大曲地域と神岡及び西仙北地

域における電気料・修繕料・消耗品等の需用費、水質検査手数料、施設保守管理業

務委託料など施設の維持管理のほか、県の流域下水道維持管理負担金２億６８０万

円及び炭化施設維持管理負担金４,７１３万１千円が主なものでございます。 

７－１５ページをお願いいたします。失礼しました。７－１６ページをお願いい

たします。 

  １０事業「公共下水道事業費（補助分）」、同じく１１事業「（単独分）」は補

助・単独合わせて予算額、前年度比６,４４０万２千円減の３億４,２３１万７千円

であります。 

  ２８年度の事業の概要としまして、大曲地域は事業費２億２,７６２万７千円で、

管渠工事１,７７０.１ｍ、地形測量、地質調査、管路実施設計、公共桝設置工事を

予定しております。 

 以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第１１０号「平成２８年度大仙市特定環境保全公共

下水道事業特別会計予算」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 
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○下水道課長（五十嵐直樹） 予算書の３１１ページをお願いします。 

     （「事業説明書での説明でなかったか」と呼ぶ者あり） 

○下水道課長（五十嵐直樹） あ、んだったすな。すいません、申し訳ねえす。事業

説明書の７－１８ページをお願いいたします。 

 特定環境保全公共下水道事業特別会計の１０事業「下水道維持管理費」は予算額、

前年度比６６５万５千円増の１億６,５０５万円でございます。財源内訳は市債が８

２０万円、その他として下水道使用料・受益者負担金など１億２,０９１万１千円で

ございます。 

  ２８年度の事業概要ですが、西仙北、中仙、協和、南外及び仙北地域における電

気料・修繕料など需用費、水質検査手数料、施設保守管理業務委託料など施設の維

持管理費として、下水道課所管としている県の流域下水道維持管理負担金及び炭化

施設維持管理負担金が主なものでございます。 

次に７－１９ページをお願いします。 

  １０事業「特定環境保全公共下水道事業費（補助分）」、同じく１１事業「（単

独分）」は、補助・単独合わせまして予算額、前年度比３,０００万４千円減の１億

１,０９０万７千円でございます。 

 ２８年度の事業概要ですけれども、協和地域で事業費４,６１９万円で、協和中央

浄化センターの長寿命化対策として、機械・電気設備更新工事及び工事監理業務委

託を予定してございます。整備事業としては、南外地域で事業費６,４７１万７千円

で、管路工事を８３１.１ｍ予定してございます。 

  以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第１１１号「平成２８年度大仙市特定地域生活排水

処理事業特別会計予算」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐課長。はい、五十嵐課長。 

○下水道課長（五十嵐直樹） 予算書の３３５ページ、あっ、すいません。また間違

えました。申し訳ねえす。事業説明書の７－２０ページをお願いいたします。 

 特定地域生活排水処理事業特別会計の１０事業「浄化槽維持管理費」予算額は、

前年度比６２万９千円増の１,６３５万１千円でございます。財源に、その他として

浄化槽使用料及び手数料等１,５８３万２千円を充当してございます。 

  ２８年度の事業概要ですけれども、西仙北及び協和地域の保守管理業務委託、そ

れから清掃汲み取り業務委託、検査手数料など施設維持管理費が主なものでござい

ます。 

 以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（佐藤育男） 次に議案第１１２号「平成２８年度大仙市農業集落排水事業

特別会計予算」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。五十嵐下水道課長。はい、五十嵐課長。 
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○下水道課長（五十嵐直樹） 議案第１１２号「平成２８年度大仙市農業集落排水事

業特別会計予算」について、ご説明申し上げます。 

事業説明書の７－２１ページをお願いいたします。 

 １０事業「農業集落排水維持管理費」は予算額、前年度比６８万３千円増の２億

１,２２４万９千円でございます。財源内訳ですが、市債が１,６４０万、その他と

して下水道使用料受益者負担金など１億７,４１３万円でございます。 

 ２８年度の事業概要ですけれども、下水道課所管の大曲３地区、神岡２地区、西

仙北２地区、中仙が３地区、協和１０地区、仙北４地区及び太田５地区の、全市で

２９地区における農業集落排水施設の維持管理費で、主な項目として、電気料・修

繕料など需用費、電話料、汚泥処理手数料など、施設等維持管理業務委託料などで

ございます。 

 以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。はい、冨岡委員。 

○委員（冨岡喜芳） すいません、中仙地区の、３地区ありますけども、これの加入

率は何％になってますか。 

     （雑談あり） 

○委員長（佐藤育男） はい、五十嵐課長。 

○課長（五十嵐直樹） 中仙地区、中荒井・大神成・田の尻の３カ所ですけれども、

水洗化率で中荒井が５４％、大神成が４６％、田の尻が３２％でございます。 

ほかの、２９地区ある集落排水処理場の水洗化率に比べますと若干低く、これに

関しては監査委員からも指摘されまして、水洗化率向上させて、使用料の増額に繋

げてほしいということ言われておりまして、２７年度においてはこのような低いと

ころを、支所単位で全箇所やるというのはちょっと時間的にかかり増しするという

ことで、１地区ずつアンケート調査なり、訪問して、加入するよう勧奨するような

活動を、今しておるところでございます。 

○委員（冨岡喜芳） はい、もう一件。 

○委員長（佐藤育男） はい、冨岡委員。 

○委員（冨岡喜芳） これ当初、ほら、例えば１００なら１００軒で、１００軒と見

て事業してるもんだから、入らない人っていうのはペナルティってねかったっすか、

最初の段階で。なんか、ペナルティなかったか、あったか、ちょっと確認します。 
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○委員長（佐藤育男） はい、五十嵐課長。 

○課長（五十嵐直樹） 農業集落排水事業については、公共下水道と違いまして、そ

の地区の同意を得て行う事業でございますので、自分たちが快適で生活を送るとい

うことで、皆、名前署名されてきたわけですけれども、結果的に人口減尐とか高齢

化とかという問題で、実際の話を聞いても、若い人が家にいないということで、将

来的にもわからないということで、この水洗化率の伸びが悪くなっているものと思

います。 

○委員長（佐藤育男） はい、冨岡委員。 

○委員（冨岡喜芳） 理由はわかりますけども、その、だから、最初入ります、やり

ますよということ言ってて事業したもんだから、そういうかだらね、入らなかった

人方に対してのペナルティというか、そういった罰金というわけでねえべども、ペ

ナルティみてったのは、なんかあったような気がしますけども、なかったでしょう

か、その辺のところ。 

○委員長（佐藤育男） はい、岩谷部長。 

○上下水道部長（岩谷友一郎） 直接的なペナルティというのはないんですけども、

工事施工しているときに、接続工事に対して、そのとき一緒にやれば安くなるとか

という。ただ、公共舛のところまでは、発注者側というか市の方でまず施工するわ

けですけれども、まず具体的にはペナルティはないです。 

○委員（冨岡喜芳） いいす。 

○委員長（佐藤育男） はい、ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） この農業集落排水だけではありませんけれども、特にこの農集

に関しては事業費が１３億円の中で、一般会計より９億投入しながら、市債が２億

１,６００万もあるというような非常に変則な事業です。 

で、施設の老朽化も激しい中で、やはり事業の見直しなり加入率の促進というこ

とは絶対的な条件ですので、当年度並びに将来にわたって、下水道事業全てがそう

ですが、特に農集事業に関しては、適切な処理なり加入率の促進ということ特に望

んで、委員長報告していただければ幸いです。 

○委員長（佐藤育男） はい、わかりました。ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（佐藤育男） はい、なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

職員の入れ替えがありますので、暫時休憩をいたします。 

 

（ 午後４時４０分 休 憩 ） 

 

（ 午後４時４１分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に議案第１２２号「平成２８年度大仙市上水道事業会計予算」を議題といたし

ます。 

当局の説明を求めます。井関次長。はい、井関次長。 

○次長兼上水道課長（井関由紀夫） 議案第１２２号「平成２８年度大仙市上水道事

業会計予算」案について、ご説明申し上げます。 

本予算案につきましては、事業説明書で説明させていただきたいと思います。こ

ちらの主な事業の説明書[水道局]でございます。いいですか。１ページをご覧くだ

さい。こちらの方には、全体の方を記載させていただいております。 

 平成２８年度事業費は、対前年度比２億９,４９８万５千円増の１３億６,２４９

万１千円を計上してございます。 

下段のところ、４．Ａｃｔのところに、収益的収支予算と資本的収支予算を記載

させていただいておるところです。この中で特に、宇津台浄水場についてのみ説明

させていただきたいと思います。 

それではページをめくっていただきまして、１１－３でございます。Ａ３版の資

料の方にも宇津台浄水場、添付させていただいておりますけれども、何度か見てい

ただいた資料でございますので。 
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「大曲上水道宇津台浄水場更新事業」は、対前年度比２億６,９２４万８千円増の

３４億５千･･･、失礼しました。３億４,５７１万８千円を計上してございます。平

成２８年度の予算額は、２８年度から３０年度までの３カ年継続費の当年度分の予

算となってございます。 

４．Ａｃｔの平成２８年度でございますけれども、宇津台浄水場築造工事、本体

工事ですけれども、平成３０年度までの３カ年の継続費で発注を予定をしておると

ころでございます。なお内訳は、造成工事等の土木工事、処理施設棟などの建築工

事、浄水処理設備・薬注設備などの機械設備工事、それから受電変電の設備・自家

発・監視制御などの電気設備工事などとなっております。 

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願

い申し上げます。 

○委員長（佐藤育男） はい、ありがとうございます。当局の説明が終了しました。 

これより質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。はい、高橋委員。 

○委員（高橋敏英） これ設備できるどこはいいどもよな、山からくる沢水、雄物川

も水来てらども、比率なんぼくらいかわかる。管、こう大きくなるんだべ。 

いい水はよ、無理して投げねえで、それを多めに使った方よくねべかと。 

○委員長（佐藤育男） はい、井関次長。 

○課長（井関由紀夫） なるたけ滝の沢水系のいい水を使って浄水しようということ

で、浄水場３系列にしております。 

で、そのうち、水源の水質によって、なるたけいい水を使うと処理費用も軽減で

きますので、その時々の水質の状況に合わせて、水源を使ってまいりたいと考えて

おるところです。 

○委員（高橋敏英） はい、わかりました。 

○委員長（佐藤育男） よろしいでしょうか。はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） この宇津台浄水場については、特段私もありませんけれども、

旧大曲市内の配水管がかなり老朽化してるというような状況にあると思うんだ。そ

れで、やはり、建物できて、浄水場できたけれども、今度は配水管が老朽化して、

また大変だというようなことについては十分検討してらすべ。 

○委員長（佐藤育男） はい、井関次長。 

○課長（井関由紀夫） 配水施設、特に配水管の老朽化の更新事業につきましては、

事業説明書１１－２の方に記載させていただいておりますけれども、一番下の、４．

Ａｃｔのところで（１）の配水管、（１）は拡張でございますけれども、（２）か
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ら配水管の改良ということで、老朽管の取替工事の方を順次計画しておるところで

ございます。 

○委員長（佐藤育男） はい、本間委員。 

○委員（本間輝男） あのへ、この３番のところさよ、「問題と課題」というので、

「１４０年もかかる」なんて表現はよ、果たしてよ、行政用語としていいのかどう

かよ、これ考えねば駄目だ。１４０年なんてな次の世紀だど。こういう行政用語は

ねえ。だからこれ注意さねば駄目だ。１４０年なんてよ、表現はもう駄目だ。これ

注意して、やっぱりきちんとした行政用語にさねば駄目だ。 

○委員長（佐藤育男） はい、井関次長。 

○課長（井関由紀夫） 今後注意して記述の方、十分に気をつけたいと思います。す

いませんでした。 

○委員長（佐藤育男） はい、ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） なければ質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 討論なしと認めます。 

これより採決をいたします。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

それでは、これですべての議案の審査が終了しましたので、当局職員の入室をお

願いします。暫時休憩いたします。 

 

（ 午後４時４８分 休 憩 ） 

 

（ 午後４時５０分 再 開 ） 

 

○委員長（佐藤育男） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

審議は全て終わりました。市当局の方々には大変ご苦労さまでした。ありがとう

ございました。 
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次に、所管事務にかかる閉会中の継続審査及び調査に関する件についてお諮りい

たします。 

お手元に配付しました案件につきましては、議長に対し、閉会中の継続審査及び

調査の申し出をしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、そのように決定しました。 

 

○委員長（佐藤育男） 以上で、当委員会に付託されました事件の審査は、すべて終

了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委

員長にご一任願いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤育男） 異議なしと認め、そのように決しました。 

以上をもちまして建設水道常任委員会を閉会いたします。大変ご苦労さまでした。 

午後４時５１分 閉  会 
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